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あいさつ 

生誕 150 年 鈴木空如顕彰事業を終えて 

 

鈴木空如（本名：久治）は、明治６（１８７３）年 2 月 25 日に現在の秋田県大

仙市太田町（旧小神成村）の旧家に六人兄妹の末っ子として生まれ、19 歳の時

に東京美術学校入学を目指して上京します。しかし、上京後まもなく日清戦争が

勃発し出征などにより入学が叶わず、上京後 6 年余りを経た、明治 31（１８９８）

年に東京美術学校日本画選科に入学します。卒業後は仏画家としての道を歩み、

焼損前の法隆寺金堂壁画を原寸大で三度模写し、さらに密教図像の名品の多く

を模 写 し後 世 に伝 えました。いま、その画 業 は見 直 され学 術 の上 でも大 きな驚 き

を以て評価されています。 

令和 5（２０２３）年は空如生誕 150 年を記念するべき年にあたることから、当

市 では空 如 の画 業 とその生 き方 を顕 彰 するため、大 仙 市 太 田 文 化 プラザにおい

て特別展「鈴木空如展」を、奈良県法隆寺聖徳会館においては特別展「鈴木空

如筆 法隆寺金堂壁画展」をそれぞれ開催いたしました。 

また、特別番組「空如～不変の美を伝えた画人」を制作放送し、さらに東京国

立博物館 瀬谷愛様をお招きして記念講演会「法隆寺金堂壁画と鈴木空如」を

開催いたしております。 

いずれの事業におきましても、関係者の皆様の多大なるご理解とご協力を賜り

ました。 

特 に、法 隆 寺 聖 徳 会 館 にて開 催 した特 別 展 では、監 修 者 の東 北 大 学 名 誉 教

授 有賀祥隆様、東京国立博物館 瀬谷愛様からご指導を賜り、さらに、聖徳宗

総本山 法隆寺様には、会場のご提供から展示準備のご協力に至るまで絶大な

るご協力を賜りました。ここに記して深く御礼を申し上げます。 

また、生 家 鈴 木 家 様 はじめご親 族 の皆 様 には、本 事 業 をはじめ当 市 の取 組 に

ご理解とご協力をいただき誠にありがとうございました。深く御礼を申し上げます。 

当 市 では本 事 業 を契 機 といたしまして、今 後 さらに鈴 木 空 如 の画 業 と芸 術 に

身 を捧 げたその生 き方 を顕 彰 し、子 どもたちへの教 育 と地 域 の文 化 振 興 により 

一層励んでまいります。 

結 びに、ご尽 力 いただきました関 係 者 の皆 様 に深 く感 謝 を申 し上 げますととも

に、皆様のご健勝を心から祈念いたしまして、あいさつとさせていただきます。 

 

令和６年 3 月 

大仙市長 老松博行 
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事業概要一覧 

 

【特別展】 生誕 150 年記念 鈴木空如展―永遠の生命の芸術を求めて 

主 催：秋田県大仙市 

会 期：令和５（2023）年 4 月 29 日（土）―5 月 14 日（日） 

会 場：大仙市太田文化プラザ 

 

【特別展】 鈴木空如筆 法隆寺金堂壁画展 

主 催 秋田県大仙市 

後 援 聖徳宗総本山 法隆寺／関西テレビ放送 

総監修 東北大学名誉教授・東京藝術大学客員教授 有賀祥隆 

監 修 東京国立博物館列品管理課登録室・貸与特別観覧室長 瀬谷 愛 

会 期 令和５年 11 月 3 日（金）―11 月 18 日（土） 

                             ※16 日閉会を延長して開催。 

会 場 奈良県 法隆寺 聖徳会館 

 

【講演会】 

講 師 東京国立博物館 瀬谷 愛 

演 題 「法隆寺金堂壁画と鈴木空如」 

主 催 大仙市太田地域自治組織連絡協議会 

後 援 大仙市 

期 日 令和５年 10 月 17 日（火）／ 午後１時 30 分～午後 3 時 

会 場 太田文化プラザ多目的ホール 

 

【特別番組】 空如～不変の美を伝えた画人～ 

企 画 大仙市 

提 供 株式会社秋田銀行／株式会社寛文五年堂／株式会社タカヤナギ 

放送日 令和５年 12 月 15 日（金）／午後 7 時～午後 7 時５４分 

出 演 東北大学名誉教授 有賀祥隆／東京国立博物館 瀬谷 愛 

ナビゲーター 俳優 八嶋智人 

ナレーション 俳優 高橋克実 

制 作 秋田テレビ株式会社 

制作協力  AKITA メディアテクノロジーズ株式会社 
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【特別展】 鈴木空如展―永遠の生命の芸術を求めて 

主 催 秋田県大仙市 

会 期 令和５(2023)年４月２９日（土） 

―５月１４日（日） 

会 場 太田文化プラザ 

出品数 ６７点（絵画等５７点、書簡等１０点） 

観覧料 無 料 

 

 鈴木空如生誕１５０年を記念した特別展を開

催した。空如の画業の内、最もなのは焼損前の法

隆寺金堂壁画を原寸大で３度模写したことであ

る。本展では、空如筆「法隆寺金堂壁画」１２点

（６・１０号壁画は東北歴史博物館へ貸出のため複

製画を展示）の他、幼少期の作品、日清戦争へ出征

し戦地台湾から実家へ宛てた書簡なども展示し

た。空如は戦地から帰還後、日本画会附属共立美

術館で学び、明治３１(1898)年に東京美術学校に

入学する。本展では空如の若き日の習作や作品も

展示した。 

以上のように、本展では空如の画人としての歩

みを幅広く取り上げるとともに、さらに、芸術家

としての彼の苦悩と葛藤を紹介して、信仰と芸術

を一体にしていくまでの道のりを紹介した。 

 また、空如は金堂壁画のほか、「金胎仏画帖」を

はじめとする密教尊像の名品を中心に多数模写

している。いまそれらは「聖尊図像」として保存

箱に納められているが、その存在は世にほとんど

知られていない。この「聖尊図像」の制作の取組

についても紹介した。 

 

・実 績 

入場者数 ７１６人 （１日平均：44.75人） 

・団体見学 

５月５日 東部 5 地域県文化財保護協会研修会 32 人 

５月１０日 由利本荘市鳥海公民館 20人 

５月１２日 太田中学校 39 人、太田北小学校 40 人 

・芳名録記載内訳（299人） 

県内281人（うち大仙市132人、秋田市59人、仙北市

26 人、横手市 17 人、美郷町 12 人、由利本荘市 11 人ほ

か）、県外18人（宮城県6人、岩手県3人、青森県1人、

山形県1人、福島県1人、東京都2人、埼玉県2人、神

奈川県2人） 

・ギャラリートーク 

１０回開催（4/29・30、5/3･4･5･6･7･10･13･14） 

午後２時から３０分程度 

定員１５名 

 

掲載記事等 

・秋田魁新報文化欄「生誕150年苦悩と葛藤をた

どる―仏画家鈴木空如の誕生」2023年4月11日 

・秋田魁新報県南地域「業績、生涯にスポット」

2023年4月21日 

・秋田魁新報地域ワイド「壁画模写など 67 点紹

介―太田で記念展生涯と業績を伝える」2023年

5月4日 
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展示概要 

 本展の構成は以下のとおり４章からなる。 

第１章 若き日の空如 

（１）ふるさとの記憶と日清戦争 

（２）東京美術学校前夜～美術学館のころ～ 

第２章 空如への道 

（１）東京美術学校へ入学 

（２）古画への眼差し～山名貫義との出会い～ 

第３章 そして空如になる 

（１）花鳥画の研究～苦悩の中で～ 

（２）山陰・出雲地方への旅～「空如」と号す～ 

（３）家族のこと 

第４章 永遠の生命の芸術を求めて 

（１）法隆寺金堂壁画の模写 

（２）空如が私達に伝えたかったこと 

 

第一展示室（第１・２・３章） 

 

 

 

 

玄関ホール展示（第３章） 

 

第二展示室（第４章） 

 

 

第三展示室（第４章） 

 

 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 

空如模「鳥獣戯画（甲巻」）より 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 
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山鳥の図（紙本着色、縦38.5㎝×横26.7㎝） 

 空如が１０歳頃に描いたものです。 

 小学校の同級生門脇八五郎は後に「久治（空如）はさがし（賢

い）人だった。人っ子（人物）描くにとても上手だった」と語って

います。 

 絵には牡丹と黄色い鳥、さらに昆虫が飛ぶ姿が描かれてい

ます。構図は整理されていませんが、描写は子供の手とは思え

ない画力があります。 

猫の図（紙本淡彩、縦23.5㎝×横31.7㎝） 

 空如の習作と伝えられている図です。 

 空如が動物画を描くことは珍しく、とくに猫を題材にした作は、

本図と次の「猫とユキノシタ図」のほか確認されていません。 

 本図は、香箱の姿勢をとりこちらをじっと見つめています。猫

の特徴である毛並みや柔らかさを、軽妙な筆致でよく描かれて

います。 

猫とユキノシタ図（紙本淡彩、縦82.5㎝×横44.5㎝） 

 空如の習作と伝えられている図です。 

 本図の猫は耳をピンと立て、右前足を浮かせ、さらに後ろ

足をかがめています。獲物にとびかかろうとする直前の動き

を描いています。 

 また、背景にはユキノシタが描かれています。ユキノシタ

は庭に植栽されることが多く、いずれかの庭先での様子を

写生したものと考えられます。 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 

主な展示作品紹介（章立て順） 

※展示キャプションを一部変更して掲載した。 
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文殊菩薩（紙本淡彩、縦156㎝×横81.5㎝） 

 本図には「丁酉五月二十四日写之」とあることから、東京

美術学校入学前の明治３０（１８９７）年に制作されたものであ

ることがわかります。 

 最近になり、空如は日清戦争から帰還後まもなく、日本画

会附属共立美術学館に入学していたことがわかりました。こ

のことから、この図は美術学館時代に制作されたものと判

断されます。 

仏眼仏母（紙本淡彩、縦196㎝×横140㎝） 

 本図には「明治三十年丁酉五月二十八日写」とあり、これも

東京美術学校入学前に制作されたものです。 

 原図は京都・高山寺所蔵の国宝「絹本著色 仏眼仏母像」(縦

197 ㎝×横127.9 ㎝)です。高山寺を建立した明恵上人は幼

くして両親と死別し、母への恋慕の情が強く、この仏眼仏母を

「母御前」と呼び、母を追憶するための日常的に礼拝する仏と

して大切にしました。 

書（紙本、縦132㎝×横32.5㎝） 

 この書は、空如が東京美術学校入学前の明治３１（１８９８）年

７月中旬にしたためたものです。 

 空如はこの時期、書家・成瀬大域方を下宿先としていまし

た。成瀬は、明治天皇に書を献上し、硯を賜っています。この

ことにより、賜硯堂と名乗りました。この書からは、空如が成

瀬から書の手ほどきを受けていたことがうかがえます。 

 なお、「鳥海」の号が見えます。 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 
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梧葉・蝸牛（紙本着色、縦26.6㎝×横38.5㎝） 

 本図には「明治三十年七月九日鈴木写生」とあ

ることから、美術学館時代に描かれた静物画と考

えられます。 

 美術学館時代に、空如が何を学んでいたのか

を知ることができる、貴重な資料です。 

胡瓜・桃・檎（紙本着色、縦26.3㎝×横37.9㎝） 

 本図には「明治三十年七月十三日鈴木写生」とあ

ることから、この図も美術学館時代に描かれた静物

画と考えられます。  

 美術学館では、古画のほかにも日本画のさまざま

な技法を学んでいたことがわかります。 

定智本 十二神将図（紙本墨画、縦30.5㎝×横643.5㎝） 

 本図は、１２世紀の絵仏師・定智が描いたとされる十二神将図

の模写絵です。もとは京都・高山寺に伝わっていましたが、明治

期以降、益田孝（三井財閥の発展に尽力、茶人）の所蔵となりまし

た。現在は、一尊ごとに断裁され、ニューヨーク市 メトロポリタ

ン美術館などが所蔵しています。 

 本図は断裁される前の姿を伝える貴重な模写本の一つです。 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 
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池辺の鴛鴦（紙本着色、縦127.5㎝×横59.5㎝） 

 本図には「明治三十二年十一月八日臨画 鈴木久治」と

あることから、東京美術学校２年次に古画を模写したこと

がわかります。 

群 鳥（紙本着色、縦106.7㎝×横56.1㎝） 

 本図は、古画からの模写と考えられる図です。 

 １３羽の水鳥のさまざまな表情が絵描かれ、見ていて楽しい図とな

っています。 

 花鳥画を学ぶ空如の姿をうかがい知ることができます。 

鶉の図（下図） （紙本着色、縦115.1㎝×横40.6㎝） 

 本図は、土佐藩絵師で維新後、東京美術学校教授となった日

本画家・荒木寛畝（1831-1915）の添削を受けた下図です。 

 空如は「明治三十三年丹青会第一回出品下図 四月二十八日

荒木先生ミて分目、添削を乞ヘシモノ」と記しています。 

空如模「鳥獣戯画（甲巻」）より － 11 －



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たり聴いたり 第壱号（丁数：22丁） 

 本帳面は、明治３２（１８９９）年１月から、東京美術学校の

授業などで、絵画制作について見聞きしたことを記した

ものです。 

 冒頭には、日本画を描く際のマニュアルが記されてい

ます。展示している箇所には、狩野派、土佐派で松の描

き方に違いがあること。絵具の扱い方について、事細か

く記されています。 

野外写生（丁数：53丁） 

 本帳面は、明治３２（１８９９）年１０月１１日から始まり、空

如が東京美術学校第２年生の時に制作されたものです。 

 東京美術学校周辺や箱根方面の草花や風景が描かれ

ています。 

縮図帖 第壱号（丁数：49丁） 

 本帳面は、花鳥画・人物画などが描かれた写生帖です。 

 やまと絵の調度品や刀剣などが描かれており、空如が東

京美術学校で具体的にどのようなことを学んでいたのか

をうかがい知ることができます。 

空如模「鳥獣戯画（甲巻」）より 
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六玉川（井手の玉川） （紙本着色、縦42.3㎝×横59.1㎝） 

 「六玉川」とは、いずれも歌枕として知られる、井手（京

都）・三島（大阪）・調布（東京）・野路（滋賀）・野田（宮城）・高

野（和歌山）の玉川を言います。本図は、井手の玉川の場

面を描いたものですが、空如がどの図から模写したのか

は、いまのところ不明です。「六玉川」は画題として人気が

あり多くの作品が制作されています。 

寝殿雪景（紙本着色、縦45.5㎝×横56.7㎝） 

 画題を「寝殿雪景」と伝えられている図です。この

図もいずれかの古画の模写と考えられますが、現

在調査中です。 

紫式部（絹本着色、縦117.7㎝×横56.7㎝） 

 本図は、明治３２（１８９９）年に制作されたもので、東京

美術学校生徒成績品展覧会において第三等賞を受賞

しています。 

 画題は、紫式部が脇息にもたれうたた寝する姿を描

き、頭上に菩薩を描いて彼女の夢の中を描いたもので

す。本図は王朝の美と霊夢が表現され、見る者を幽玄

の世界へといざないます。 

空如模「鳥獣戯画（甲巻」）より 
－ 13 －



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空如模「鳥獣戯画（甲巻」）より 

薬師寺吉祥天像（紙本着色、縦77.5㎝×横34.9㎝） 

 本図は、奈良・薬師寺に伝わる国宝・麻布著色 吉祥天像を模

写したものです。空如の恩師・山名は明治２２（１８８９）年頃に同図

を模写しており、最古の作例です。 

 空如も山名の指導により、この吉祥天像を模写したと考えられ

ます。なお、空如の模写は原図が修復される前のものです。 

広目天・増長天 浄瑠璃寺吉祥天厨子扉絵 

 本図は、東京藝術大学美術館所蔵の重要文化財・板絵著色 

弁財天 梵天 帝釈天 四天王像七面のうち、四天王像の広目

天と増長天を模写したものです。 

 ほかの五面も模写していた可能性はありますが、確認され

ていません。 

（紙本着色、縦115.5㎝×横30.0㎝） 

動物遊戯画（鳥獣戯画）第1巻（甲巻） 

 本図の題箋には「動物遊戯画」とあり、国宝・鳥獣戯画 

四巻のうち、第一巻（甲巻）を写したものです。いずれの

巻も詞書はなく、絵は墨のみで彩色は施されていませ

ん。 甲巻は、ウサギやサル、カエルが擬人化され遊戯

や法事を面白おかしく描いています。 

 空如は、古画の優品を積極的に模写していたことがわ

かります。 

（紙本墨画、縦31.0㎝×横1148.4㎝） 
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百鬼夜行図（紙本墨画、縦32.5㎝×横545㎝） 

 本図の題箋に「明治三十五年十一月模写」と張り紙を

されていることから、空如が東京美術学校選科を卒業

し、研究科に入学して間もないころに、模写したもので

あることがわかります。 

 原図は「土佐行秀」が描いたのもので、この人物は

14 世紀末に活躍したやまと絵師で、土佐派の隆盛を

築いた一人です。 

秋の七草（絹本着色、縦130.5㎝×横51.3㎝） 

 本図は制作年不詳ですが、「空如」と書き印が記され

ていることから、大正２（１９１３）年以降の作と考えられ

ます。 

 苦悩と葛藤中で、実家に７か月余り帰省して、花鳥

画を学び直し、さらに、山陰・隠岐地方の古社寺巡礼

を終え、心身ともに充実した後に制作されたものと推

察されます。 

写生画（紙本墨画、縦39㎝×横27㎝） 

 明治４１（1908）年 4 月 15 日付けの兄実業に宛てた手

紙に「現今は消化不良と睡眠不足のみと相成り、苦痛も大

に減却致し」と体調は回復の兆しを見せつつも、絵の方で

は「風景の研究も相始め申度」と風景画の研究のため秋

田に帰省したいと記しています。 

 実際、7 か月余り帰省しています。本図は生家に伝来し

ており、その際に描かれたものと考えられます。 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より － 15 －



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

童形地蔵菩薩像（絹本着色、縦98.0㎝×横49.9㎝） 

 空如は娘・豊子の追善供養のため、童形地蔵菩薩を描きまし

た。尊顔は、豊子に似せて描かれています。 

 また、菩薩の衣の文様は、豊子が好んだ野菊、なでしこ等の

草花が描かれています。 

 さらに、この菩薩像は二枚描かれ、一枚は故郷の菩提寺に、

もう一枚は、妻・なをが終生所持していました。そして、なをが

没して後、生家で大切に保管されています。 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 

法隆寺金堂壁画（紙本着色、大壁 縦300㎝×横250㎝、

小壁 縦300㎝×横149㎝、秋田県指定有形文化財） 

 本図は、鈴木空如が昭和１１（1936）年に完成させた三作目

の原寸大模写です。空如は一作目を大正１１（１９２２）年、二作

目を昭和７（1932）年にそれぞれ完成させています。 

 いずれも金堂壁画が焼損する前に模写しており、昭和４１～

４２（19６６～6７）年の金堂壁画再現事業の際には、二作目が

参考資料の一つとされました。 

法隆寺金堂壁画抜き写し（紙本着色、縦131.6㎝

×横59.4㎝ほか、秋田県指定有形文化財） 

 本図は、鈴木空如が金堂壁画から一部分を抜き写した

ものです。１００点が確認されています。 

 金堂壁画の図像を研究する上で、この抜き写しは一級

の資料としての活用が期待されています。 
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金胎仏画帖（金剛界諸尊形像）（紙本着色、縦27㎝×横39㎝） 

 金胎仏画帖は、両界剛界曼荼羅を描くための図像集です。

本図は、金剛界諸尊形像（９５尊）を写したものです。原本はもと

熊本県・願成寺に伝来していましたが、昭和初期に持ち出され

一枚ずつに分解され売却されました。現在は各地の美術館等

で分蔵されています。 

 空如は分解される前に模写したと考えられ、９５尊すべてが

揃っており、当初の形をうかがい知ることができます。 

五部心観（紙本墨画、縦36.5㎝×横1875㎝） 

 本図は、滋賀県の園城寺に伝わる国宝・紙本墨画

「五部心観（完本）一巻」の写しです。智証大師円

珍（814-891）が中国・唐から持ち帰った図像です。 

 空如は、唐本白描図像の線の美しさにひかれると

ころがあり、模写したものと考えられます。 

四種護摩炉形眷属図像（紙本墨画、縦38㎝×横1272.5㎝） 

 四種護摩炉形眷属図像は、空海が中国・唐から伝えたものです。

現在、その原本は失われ、写本が京都・醍醐寺に伝わっています。 

 空如模写の本図は、醍醐寺本系とは別の新たな図像であること

が、巻末の奥書きから確認できます。原図は「慈尊院」（高野山）の

写本で、これまで知られていない写本であり、学術上きわめて重要

な模写本になります。 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より 
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安楽寿院 普賢菩薩（紙本淡彩、縦98㎝×横53.5㎝） 

 本図は、京都・安楽寿院所蔵の重要文化財・絹本著色普賢菩

薩像を模写したものです。 

 普賢菩薩が蓮華を鼻に巻く六牙の白象に右足を踏み下げて

座り、両手で五鈷杵をのせた紅蓮華の長茎をとり、現世に現

れた様子を描いています。 

弘法大師像（紙本墨画、縦120㎝×横114㎝） 

 本図は、空如の端書によれば、京都・栂尾山高山寺に伝来

した、弘法大師像です。 

 図は、真言八祖像で描かれる空海の姿を描いています。 

 空海は、延暦２３（８０４）年に中国・唐に渡り、唐僧の恵果

から密教を学び、日本に伝えて真言宗を確立させました。

没後の延喜２１（921）年には、醍醐天皇から弘法大師の諡

号が贈られています。 

観音（紙本淡彩、縦101.5㎝×横60.9㎝） 

 本図と同様の構図をとるものは、酒井抱一「観音」（三井記念美術

館寄託）、谷文晁「慈母観音」（山形県美術館）があります。 

 本図には、空如の端書によれば「明治四十四年博物館より借

用伝模」と記されています。博物館が現在の東京国立博物館で

あれば、原図は酒井・谷以外の図を模写した可能性があり、今

後の調査が期待されます。 

空如筆「法隆寺金堂壁画」より － 18 －



【特別展】 鈴木空如筆 法隆寺金堂壁画展 

主 催 秋田県大仙市 

後 援 聖徳宗総本山 法 隆 寺 

    関西テレビ放送 

総監修 有賀祥隆（東北大学名誉教授） 

監 修 瀬谷 愛（東京国立博物館） 

会 期 令和５(2023)年１１月３日（金）―１８

日（土）※１６日閉会を延長して開催。 

会 場 奈良県 法隆寺 聖徳会館 

出品数 １９点（壁画１２点、抜き写し６点、聖徳

太子（唐本御影写し）像１点） 

観覧料 無 料 

 

 鈴木空如の生誕１５０年を記念して、法隆寺聖

徳会館において開催した特別展。空如は焼損前の

法隆寺金堂壁画を原寸大で３度模写し、さらに仏

画の名品を数多く模写し後世に伝えている。 

これらの画業から空如は「信仰と芸術を一体に

した最後の人」と評され「現世の聖」とも称され

ている。 

本特別展では、空如の最大の画業である「法隆

寺金堂壁画」１２点（三作目、１９３６年完成）

とその抜き写しを公開し、焼損前の法隆寺金堂壁

画を法隆寺・聖徳会館で公開した。 

 

実 績 

入場者数 ３，９３２人（1日平均約246人） 

 

掲載記事等 

・秋田魁新報県南版「空如作品法隆寺「里帰り」 

奈良、生誕150年展 ３日開幕」2023年10月31日 

・産経新聞地方版「金堂壁画模写の鈴木空如の偉

業伝え 法隆寺で生誕150年記念展」2023年11

月3日 

・朝日新聞地方版「法隆寺金堂壁画の限定公開始

まる 境内では鈴木空如の模写展も」2023 年 11 月 4 日  

・毎日新聞地方版「仏画家・鈴木空如特別展も開

催 原寸大で模写した作品など、18日まで」 

2023年11月8日 

・読売新聞全国版「法隆寺金堂壁画の模写展示―

仏画家・鈴木空如生誕 150 年記念」2023 年 11

月10日 

・秋田魁新報県南版地方点描「転んでも」 

 2023年11月21日 

・聖徳宗教学部『聖徳 第251号』「法隆寺金堂壁

画と鈴木空如」2024年1月26日 

・斑鳩町『広報斑鳩』2 月号「鈴木空如をご存知

ですか」2024年2月1日 
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展示概要 

 本特別展における作品の配置について、監修者

の提案により、法隆寺金堂外陣の壁画の並び順に

せず、四方四仏の配置とした。 

すなわち、東面は中尊に薬師浄土図（10号壁）、

左脇侍（向かって右）に聖観音菩薩像（7号壁）、右

脇侍（向かって左）に十一面観音菩薩像（12 号壁）

を配置、南面は中尊に釈迦浄土図（1号壁）、左脇

侍に普賢菩薩像（11 号壁）、右脇侍に文殊菩薩像

（8号壁）を配置、西面は中尊に阿弥陀浄土図（6

号壁）、左脇侍に勢至菩薩（4 号壁）、右脇侍に観

音菩薩像（3 号壁）を配置、北面は中尊に弥勒浄

土図（9号壁）、左脇侍に菩薩半跏像（2号壁）、右

脇侍に菩薩半跏像（5号壁）をそれぞれ配置した。 

 各面の脇侍の配置について、諸尊像の首の向き

を考慮した。例えば、西面で左脇侍を本来は観音

菩薩像（3 号壁）を配置すべきところに、勢至菩

薩（4号壁）を配置した。 

 以上、金堂壁画の制作者が、金堂の間取りの都

合で諸尊像を四方に配置できなかったであろう

と想定して復元を試みた。なお、この展示の方法

を「想定復元展示」とした。 

 

展示あいさつ文 

開催にあたり 

特別展「生誕１５０年記念鈴木空如筆法隆寺金

堂壁画展」にご来場いただきまして、誠にありが

とうございます。 

本特別展は、法隆寺様のご理解とご協力のもと

に開催させていただく運びとなりました。ここに

厚く御礼を申し上げます。 

さて、秋田県大仙市太田町出身の仏画家・鈴木空

如は、法隆寺金堂壁画を原寸大で３度にわたり模写

いたしました。 

空如が３度目に模写した法隆寺金堂壁画１２面を

今回展示させていただき、焼損前の金堂壁画の再現

を試みております。 

本特別展により、皆様が法隆寺金堂壁画の素晴ら

しさ、そして鈴木空如の純粋な生き方や想いを感じ

ていただく機会となれば幸いです。 

令和５年１１月３日 

秋田県大仙市長 老松博行 

 

鈴木空如筆「法隆寺金堂壁画」展に寄せて 

鈴木空如（1873―1946）は、現在の秋田県大仙市出

身で「世に隠れたる真の画人」と称された日本画家

で、今回の展覧会は、空如の生誕１５０年を祝って

開催されるものです。 

空如は７３歳の生涯のうちに法隆寺金堂の外陣壁

画大小１２面を３組も模写しており、今回出品の模

写本は空如６３歳（1936年）の時に模写した第３作

目に当たるものです。 

法隆寺金堂壁画は７世紀末から８世紀初め頃に制

作されたものですが、１９４９年１月２６日に焼損

し、現在では保存庫に収蔵されている焼損壁画とし

てしか偲ぶことができませんが、空如の模写本から

は壁画の特色である鉄線描や凹凸画法などが目の

親
あたり

にみることができ貴重です。今回は、壁画の模写

ばかりではなく、空如が壁画の細部を写し取った部

分図も展示し見ていただくことにしています。 

空如の金堂壁画模写展は、今迄に各地で開催され

ていますが、今回は金堂壁画の存在した斑鳩の里・

法隆寺で始めて開催されることは、長年希望してい

たことだけに意義のあることに思われます。 

令和５年１１月３日 

東北大学名誉教授 有賀祥隆 
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第第１１号号壁壁    釈釈迦迦浄浄土土図図  

 

第１号壁は、画面中央に釈迦如来が宣字形須

弥座（台座）に直接座り、右手は施無畏印、左

手は与願印を結び、左右に脇侍菩薩各１体と各

５人の比丘（仏教に帰依して、出家した男子）

を配し、説法を行っている図と考えられます。

諸尊（飛天と獅子を除く）は第９号壁・第１０

号壁と同数の１３体です。 

上辺に天蓋（笠状のもの）とその左右に飛天

各１体、下辺には供物台を挟んで左右にさかさ

まにする唐草が描かれ、左右の岩座に座る獅子

各１頭を、それぞれ対称的に描いています。 

〈見どころ！〉 

法隆寺金堂壁画はいつごろ描かれ、どこの国

から日本に伝えられたのでしょうか。文字に書

かれた証拠はありませんが、壁画の中に答えが

あります。まず、画面左右下に比丘の足元にサ

ンダルの紐が見えます。この形は、７世紀から

８世紀の仏像・仏画にみられるもので、当時流

行したものと考えられます。 

また、おなじく画面左右下の獅子の尾の表現

で、尾を折り曲げて後ろ足の間から跳ね上げる

表現は、６世紀から８世紀初めにかけて中国で

流行した形式です。 

 したがって、法隆寺は７世紀末ごろに再建さ

れたことから、金堂壁画は７世紀末から８世紀

初頭に中国から伝わったと考えられます。 

 

第第２２号号壁壁（（右右））／／第第５５号号壁壁（（左左））菩菩薩薩半半跏跏像像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号壁と第５号壁は、円形の円爾座に外側

の左足を踏み下げて座り、右肘を膝上に突いて

頬に近づけ、第１指と第３指を曲げ、その間に

長い薄物の領巾（首にかけ左右に垂らした布

帛）を通しています。左手は膝頭に手のひらを

伏せて突き、その指先の下に、下辺の宝池から

伸びてきた長い紅蓮華茎を通しています。 

思惟（心に深く考え思う事）のポーズをとり

「半跏思惟菩薩」とする見方もありましたが、現

在では片足を組んでいることから「半跏」、また

は単に「菩薩」とすることが多くなっています。 

展示作品紹介 
※『鈴木空如筆 法隆寺金堂壁画 鑑賞の壺』（2021.9、大仙市）を一部変更して掲載した。 
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〈見どころ！〉 

 法隆寺金堂壁画はどのようにして、漆喰の壁

に描かれたのでしょうか。現在、その手法は伝

わっていませんが、これも壁画からうかがい知

ることができます。 

 まず、第２号壁と第５号壁をよくご覧くださ

い。実は、この両壁画は全く同じ図像なので

す。現在の研究では、紙に描かれた図像を漆喰

の壁にあて先端の尖ったもので図像の線をなぞ

り壁にあたりをつけ、その後、着色したと考え

られています。焼損した壁を見るとその線が残

されています。 

 したがって、第２号壁と第５号壁は一枚の図

像絵を引っ繰り返し利用したため全く同じ図像

になったのです。 

 

第第３３号号壁壁  観観音音菩菩薩薩像像／／第第４４号号  壁壁勢勢至至菩菩薩薩像像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３号壁 観音菩薩像は、金堂の南面の東端

にあり、西を向いて蓮華台に立っています。右

手を下げ、未敷蓮華（開花まえのハスの花）を

持ち、宝冠に化仏（小型の仏像）があるので、

観音菩薩であることがわかります。 

 第４号壁 勢至菩薩像は、金堂の南面の西端

のにあり。東を向いて蓮華台に立っています。

左手を下げて未敷蓮華（開花まえのハスの花）

を持ち、宝冠に水瓶（水を入れる器）があるの

で、勢至菩薩であることがわかります。 

観音菩薩像と勢至菩薩は、阿弥陀如来の脇侍菩

薩（仏の左右に立ち命あるものすべて助けるも

の）です。 

〈見どころ！〉 

 仏像・仏画には、如来、菩薩、明王、天部、羅

漢・高僧、曼荼羅などがあります。如来は悟りを

開いたため装飾具を着つけていませんが、菩薩は

悟りを開いていないため装飾具を着けています。

このように、如来と菩薩との違いはわかりやすい

のですが、第２号・第５号壁画の菩薩のように名

前がはっきりしないものがあります。 

 第３号壁画と第４号壁画も同じ図像を引っ繰

り返した図像ですが、宝冠に「化仏」「水瓶」の

シンボルが描かれていることから、第３号壁は

観音菩薩、第４号壁は勢至菩薩であることがわ

かるのです。 

 仏像・仏画にある仏が何を身に付け、何を持

っているのか、注意深く見るといろいろな発見

があります。 

 

 

 

 

 

 

  10号壁抜き写し 

菩薩・神将 

10号壁抜き写し 

如来・菩薩手足 
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第第６６号号壁壁    阿阿弥弥陀陀浄浄土土図図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第６号壁は、中央に下辺

の宝池から長く伸びる蓮華

に座る阿弥陀如来と、その

左右に同じ根から伸びる蓮

華に向かって右に観音菩

薩、左に勢至菩薩が立ちま

す。そして、三尊を中心に

して周囲に化生菩薩２２

体と化生童子３体の２５

体が左右対称に配されています。 

阿弥陀は赤褐色の袈裟をまとい、胸前に転法

輪印を結び（右手第１指と第２指、左手第１

指、第３指を曲げ、手のひらを向かい合わす）、

左足を右の腿の上にする仏像・仏画表現では新

しい座り方である降魔坐で座ります。 

〈見どころ！〉 

 空如は、法隆寺金堂壁画１２面に描かれた仏

８１尊のうち、向かって右の観音菩薩（左脇侍

菩薩…阿弥陀如来の左側に立つ）が最もすばら

しい仏で、自身の終生の手本としたことが伝え

られています。 

 この観音菩薩は１９５１（昭和２６）年発行

の１０円切手となり、金堂壁画焼損後の文化財

保存活動の啓発となりました。 

 また、中央の阿弥陀如来の後ろに豪華な障壁

があります。これは、グプタ式背障（７世紀末

～８世紀初に流行）とされるものです。本来は

椅子の背もたれにあたる部分ですが、よく見る

と宙に浮いています。 

 では座面と脚はどこにあるのでしょうか？？ 

 実は、第１０号壁中央の薬師如来の台座に使

われています。金堂壁画は中国・唐の最新の図

像を取り入れて制作されましたが、制作にあた

り調度品や装身具は分解して利用されたことが

わかります。 

 

第第７７号号壁壁  聖聖観観音音菩菩薩薩像像    

／／  第第１１２２号号壁壁  十十一一面面観観音音菩菩薩薩像像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6号壁抜き写し 

阿弥陀如来背障部分ほか 
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 第７号壁の聖観音は、頭上に化仏をつけた宝冠

を着け、岩の上の蓮台に南を向いて立ち、右手を

上げ印を結んでいると思われますが確認すること

ができません。左手は下げて未敷蓮華（開花まえ

のハスの花）の長い茎をとっています。 

第１２号壁の十一面観音菩薩像は、本面を加

えた十一面を顔の両脇と頭上に配置した十一面

観音です。 

第７号壁と同じく、岩の上の蓮台に正面を向

いて立ち、右手は下げ、中指は軽く曲げて金瓔

珞（宝石・貴金属を金糸で連ねた飾り）をと

り、左手は肩口に上げて開敷蓮華（開花したハ

スの花）花の短い茎をとっています。 

〈見どころ！〉 

 日本で一番人気のある仏様の観音菩薩は御利

益を期待され変化します。第７号壁も第１２号

壁も観音菩薩ですが形も名前も違います。 

 第７号壁と第１２号壁は金堂内で向かい合っ

て描かれており、第７号壁は観音で第１２号壁

は変化観音であることを示しています。 

 観音は密教が成立する前は、第７号壁のよう

にお顔が１面、腕も２本の１面２臂が基本の形

で、観世音菩薩と呼ばれていました。密教が成

立し変化観音（聖観音・千手・馬頭・十一面・

不空羂索・如意輪・准胝）が成立すると基本の

形を正（聖）観音と呼ぶようになります。 

 第７号壁と第４号壁は同じ図像ですが、第７

号壁は第４号壁と違い、池の中ではなく、観音

菩薩が住む補陀落山を意識して岩の上に描かれ

ています。第１２号壁も同様です。 

 

 

 

第第８８号号壁壁  文文殊殊菩菩薩薩像像  

／／第第１１１１号号壁壁  普普賢賢菩菩薩薩像像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第８号壁の文殊菩薩は、宣字形須弥座に左足

を踏み下げ、東を向いて座り、右の手のひらを

上に向けて脛におき、左手は肘を曲げて、手の

ひらを外に向け第２、３指を立てています。上

辺に天蓋（笠状のもの）が浮いています。 

 第１１号壁の普賢菩薩は、蓮華を踏み分ける白

象に左足を踏み下げ、向かって西を向いて座って

います。右手は胸前で第１、２指を曲げ、第５指

を立ています。左手は膝頭におき、手のひらを外

に向け、宝相華の長茎をつかんでいます。この宝

相華は、白象の鼻に巻きつき、前脚の間をくぐり

腹の下を通り、臀部に出てきています。 

第８号壁の天蓋は動きはありませんが、第１

１号壁の天蓋は前（西）から風を受け普賢菩薩

が前進していることをあらわしています。 

〈見どころ！〉 

 第８号壁は「三人寄れば文殊の知恵」で有名

な文殊菩薩です。普賢菩薩とともに釈迦如来の
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脇侍菩薩です。文殊菩薩は獅子に乗った仏像・

仏画で表現されますが、第８号壁は宣字形須弥

座に座り、在家信者で知恵者の維摩居士の質問

に答えるポーズをとっています。 

 第１１号壁の普賢菩薩は、法華経信仰者を守

るため東方浄妙国土から現世に姿を現した様子

が描かれています。 

 壁画における文殊・普賢菩薩のテーマは、『維

摩経』『観普賢経』にあるものですが、金堂の釈

迦三尊像が聖徳太子を写した姿であり、太子が

これらの経典の注釈書（『維摩経義疏』『法華経

義疏』）を書いていることから、文殊・普賢菩薩

のテーマが選ばれたものと考えられています。 

 

第第９９号号壁壁  弥弥勒勒浄浄土土図図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 弥勒如来は、画面中央に八角形の台座におか

れた蓮華座に結跏趺坐し、右手は施無畏印、左

手は与願印を結び説法を施しています。 

 弥勒如来の左右に脇侍菩薩・比丘各１体およ

び神将各３体を描き、上辺には飛天各１体、下

辺に金剛力士各１体を描いています。供物台の

左右には獅子が各１体描かれ

ています。諸尊（飛天と獅子

を除く）は第１号壁と第１０

号壁と同数です。 

 焼損前のガラス原版を見て

も、全体に剥落が激しく、図様

がはっきりしない壁画です。 

〈見どころ！〉 

 第９号壁は傷みがひどく、ガ

ラス原版を見ても図像をしっかり追えません。し

かし、空如の模写は残された図像の線などを非常

よく拾っています。 

 とくに、画面下の台座や供物台、獅子の部分

はよく描かれています。第１号壁と同様に獅子

の尾の表現が独特で、７世紀から８世紀にみら

れる表現技法であり、壁画の制作年代の推定の

資料となります。 

 また、空如模写の第９号壁に関して、１作目

と３作目の表現技法に違いが見られます。１作

目は図像のみを拾っていますが、３作目は壁の

色彩までも模写しています。 

 

第第１１００号号壁壁  薬薬師師浄浄土土図図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９号壁ほか抜き写し 



 
 

 薬師如来は、画面中央に宣字形獅子座に腰を

掛け、両脚を踏割蓮華に置きます。右手は胸前

に第１・２指を曲げて、左手は膝上に仰けて透

明な宝珠である無価珠を持っています。 

 説法をする薬師如来を中心に、左右に脇侍菩

薩、比丘各１体、後方には菩薩各１体と神将各

２体、手前に金剛力士各１体の諸尊（飛天と獅

子を除く）１３体からなり、第１号壁と第９号

壁と同様です。 

〈見どころ！〉 

 なぜ第１０号壁を薬師如来とするのでしょうか？ 

 これまで、左手に持っている無価珠を、薬師

如来のシンボル（標識）である薬器と考え、こ

の如来を薬師如来と考えてきました。 

 しかし、椅子に座る如来の多くは弥勒如来で

あり、また無価珠は諸仏共通の持ち物（持物）

であるため、薬師如来とする決め手にはなりま

せん。 

 そこで、現在の研究では、薬師如来が宣字座

に両足をすぼめて座ること、両手の姿勢、如来

が着る縁取りのある僧祗支（浴衣）の上に帯紐

を結んでいることなど、中国の慈恩寺大雁塔に

ある８世紀初頭・唐時代の端正な薬師如来と極

めて近いことから、第１０号壁の如来を薬師如

来としています。 

 

【鈴木空如の模写について】 

 空如による法隆寺金堂壁画（大小１２面）の

模写の手法は、原寸大（縦3.1㍍、幅1.6～2.7

㍍）で剝落もそのままに描く現状模写を基本と

しています。 

 空如は７３年の生涯で３度も模写しており、

現在、１作目（1922年完成）と３作目（1936年

完成）は大仙市が所蔵し、２作目（1932年完

成）は平木浮世絵財団（東京国立博物館寄託）

が所蔵しています。１作目は長年、箱根鈴木家

（吉池旅館）が所蔵していましたが、吉池旅館

会長 鈴木壯治氏は、模写本を広く公開し空如

の画業と法隆寺金堂壁画のすばらしさを後世に

伝えてほしいとの願いから、平成３０（2018）

年１１月に大仙市へ「聖尊図像」（密教図像を中

心とする模写絵、美濃判で2千枚余）と共に寄贈

されました。 

さて、１作目の模写の特徴は剥落の部分を朱

線で囲み黄色で塗りつぶすなど（写真上）、鑑賞

には不向きな表現技法を用いています。 

 これは空如自身の研究資料と考えられ、金堂

壁画研究においては１作目が重要です。すなわ

ち、６号壁画下部の化生菩薩・童子図（写真下）

は、ガラス原版では鮮明に写しだされていませ

んが、１作目の模写絵ではそれがよく写しとら

れており、1作目が金堂壁画研究の上で重要とさ

れる所以です。 

  

１作目 第7号壁画「聖観音菩薩像」 ３作目 第7号壁画「聖観音菩薩像」 

１作目 第６号壁画下部 
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展示室（東面） 

 

 

 

（南面） 

 

 

（西面） 

 

 

 

 

（北面） 

 

 

 

（聖徳太子像） 

 

鈴木空如筆「聖徳太子像」 

（縦110㎝×横56㎝）大仙市所蔵 

この聖徳太子像は高額紙幣の図柄となったこ

とでも有名です。原本は独立行政法人国立文化財

機構 三の丸尚蔵館に保管されています。 

空如筆「聖徳太子像」は、原本の制作当初の姿

を再現しています。 
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（抜き写し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報（JR法隆寺改札口 観光案内所ポスター掲示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（法隆寺iセンターポスター掲示） 
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（見学者） 

 

 

開幕式（11月3日） 

 

 

（開幕式参列者） 

 

右から、法隆寺管長 古谷正覚氏、生家 鈴木覚氏、

監修 有賀祥隆氏、同 瀬谷愛氏、、法隆寺執事長 

大野正法氏 

 

老松市長訪問（11月4日） 

 

※11月3日開幕式に出席予定であったが、公務のた

め翌日の訪問となった。 

 

 

佐藤副市長訪問（11月11日） 

 

※同行者 観光スポーツ文化部 加賀部長 
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展示台 

 

 

展示台設計図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示台組立の風景 

 

※法隆寺様の御厚意により、展示台組立及び撤去

にあたり御坊の皆様から絶大なる御支援をいた

だきました。ここに記してお礼申し上げます。 
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【講演会】演題「法隆寺金堂壁画と鈴木空如」 講師 東京国立博物館 瀬谷 愛 

主 催 大仙市太田地域自治組織連絡協議会 

後 援 大仙市 

講 師 瀬谷 愛 (東京国立博物館) 

期 日 令和５(2023)年１０月１７日（火） 

会 場 太田文化プラザ多目的ホール 

時 間 午後１時３０分～午後３時 

入 場 無 料（先着１５０名） 

 

 鈴木空如生誕１５０年を記念し、日本絵画史が

専門で東京国立博物館勤務の瀬谷愛 氏から鈴木

空如模写「法隆寺金堂壁画」の今日的意義につい

て御講演をいただき、太田地域出身の偉人の一人

である鈴木空如の魅力と、故郷の誇りと素晴らし

さを再認識するために講演会を開催した。 

 

実 績 

入場者数 １５０人（うち中学生８０名） 

 

掲載記事等 

・大仙経済新聞（X版）「大仙で仏画家・鈴木空如

の生誕150年記念講演 東京国立博物館の専門

家が講演」2023年10月13日 

・広報だいせん「だいせん日和」10月号に掲載 

・太田地域内チラシ全戸配布 

・秋田テレビ取材 放送日10月23日（月）「Live 

Newsあきた」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師略歴 

 東京大学大学院博士課程中退。専門は日本絵画

史。2003年より山口県立美術館、2009年から東京

国立博物館に勤務。 

 現在、列品管理課登録室・貸与特別観覧室長。 

 特別展「法隆寺金堂壁画と百済観音」（2020年）

の主担当者。同展はコロナ禍のため公開中止とな

ったが、鈴木空如筆「法隆寺金堂壁画」も出陳さ

れていた。 
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令和 年 月 日

太田地域文化講演会

法隆寺金堂壁画と鈴木空如
東京国立博物館 瀬谷愛

はじめに

特別展「法隆寺金堂壁画と百済観音」 年 月 日～ 月 日

文化財の被災について

１．法隆寺

年 斑鳩宮造営

年 聖徳太子、父用明天皇の病気平癒のため

薬師如来像造立（法隆寺創建とする）

年 聖徳太子薨去

年 止利仏師、釈迦三尊像造立

年 白村江の戦い

年 落雷で斑鳩寺（法隆寺）全焼

年 持統天皇、仁王会のため紫天蓋を施入

２．法隆寺金堂壁画

飛鳥時代・ ～ 世紀、土壁着色

１）主題

内陣壁画 小壁 飛天図 面（現存）

外陣壁画 大壁 四方四仏と菩薩像 面（焼損）

第１号壁 釈迦浄土図

第 号壁 阿弥陀浄土図

第 号壁 弥勒浄土図

第 号壁 薬師浄土図

第２・５号壁 菩薩像

第３・４号壁 観音・勢至菩薩像

第７・ 号壁 観音・十一面観音像

第８・ 号壁 文殊・普賢菩薩像

外陣栱間壁画 山中羅漢図（禅定比丘図） 面 以上、計 面
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２）表現技法

鉄線描

凹凸画法

南斉（ ～ 世紀）謝赫『古画品録』画の六法

① 気韻生動：いきいきと ② 骨法用筆：確かな線で ③ 応物象形：正確な形を

④ 随類賦彩：適した色で ⑤ 経営位置：美しい構図 ⑥ 伝移模写：古画に学ぶ

３．金堂壁画模写の歴史と鈴木空如（ ～ ）

明治 年 鈴鈴木木空空如如誕誕生生

年 桜井香雲（ ～ ） 面模写

年 日清戦争に従軍

年 鈴木空如、東京美術学校入学

年 高村光雲引率にて奈良京都旅行

年 山名貫義逝去

年 研究科修了、仏画師となる

大正 年 法隆寺壁画保存方法調査委員会

作作目目模模写写開開始始かか

年 田中松太郎による原寸大撮影

年 模模写写完完成成かか（（ 作作目目））

年 兄・実業逝去

年 長女・豊子夭逝

昭和 年 作作目目模模写写開開始始かか

年 模模写写完完成成かか（（ 作作目目））

作作目目模模写写開開始始かか

年 法隆寺昭和大修理起工

年 便利堂による原寸大撮影

年 模模写写完完成成かか（（ 作作目目））

年 法隆寺壁画保存調査会

年 戦争激化により修理中断

年 金堂解体修理開始

年 鈴鈴木木空空如如逝逝去去

年 模写再開

年 金堂火災

年 文化財保護法制定
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【主催者挨拶】 

太田地域自治組織連絡協議会 

 会長 伊藤洋一 

会場の皆さん、こんにちは、太田地域自

治組織連絡協議会・会長の伊藤洋一と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は、「大仙市太田地域文化講演会」に

お集まりいただき、誠にありがとうござい

ます。 

また、本日お忙しい中ご臨席いただきま

した、大仙市長 老松博行様、大仙市議会

議員 金谷道男様、安達成年様、そして鈴

木空如の生家ご当主、鈴木覚 様をはじめ、

地域の皆様には、日ごろから太田地域の振

興についてご協力をいただき、厚くお礼申

し上げます。 

私たち太田地域自治組織連絡協議会は、

太田地域２４の自治会の代表者で構成され、

元気な地域づくりのために、行政と協働で

様々な活動を行っております。 

本日の文化講演会は、今年が太田地域出

身の偉人、鈴木空如の生誕１５０年にあた

ることから、これを記念し、東京国立博物

館の瀬谷愛様からご講演していただきます。 

瀬谷様は、絵画史がご専門で、２０２０

年３月に開催予定だった、特別展「法隆寺

金堂壁画と百済観音」の主担当、またこの

１１月３日から法隆寺聖徳会館で開催され

る「鈴木空如筆 法隆寺金堂壁画展」の監

修者もされております。本日はお忙しい中、

秋田まで来ていただきました。誠にありが

とうございます。鈴木空如について、貴重

なお話しをお聞きできるよい機会だと思い

ます。 

最後に、本日の講師をご快諾くださいま

した瀬谷様に心より感謝を申し上げますと

ともに、本日ご参集の皆様におかれまして

は、「鈴木空如」を見つめ直すきっかけとな

る、有意義な時間となることを祈念いたし

まして、挨拶とさせていただきます。 

 

 

【来賓者挨拶】 

大仙市長 老松博行 

皆さんこんにちは。只今ご紹介いただき

ました地元大仙市の市長をしております、

老松博行と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

まずは、本日は「太田地域文化講演会」

にお招きをいただきまして、誠にありがと

うございます。また講演会がこのように盛

大に開催されますことを心からお祝いを申

し上げたいと思います。 

主催の太田地域自治組織連絡協議会の皆

様におかれましては、日頃より、より良い

地域づくりのため、本日の講演会をはじめ、

様々な活動を行っていただいておりますこ

とに、この場をお借りしまして厚くお礼を

申し上げます。 

さて、本日の講演会につきましては、先

ほど伊藤会長からもお話がありましたけれ

ども、太田地域出身の偉人の一人でありま

す、鈴木空如の「生誕１５０年」の節目を

記念して、東京国立博物館の瀬谷愛室長か

ら「法隆寺金堂壁画と鈴木空如」と題して、

ご講演をいただくということで、私も大変
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楽しみにして参りました。私の全ての今日

の予定をキャンセルいたしまして、これ一

本で来ているところでございます（笑）。よ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

鈴木空如筆の県指定有形文化財「法隆寺

金堂壁画模写」は、昭和２４年の法隆寺金

堂火災で原本が焼損した現在、貴重な歴史

資料として注目を集めております。 

この１１月３日からは、空如生誕１５０

年を記念して、法隆寺聖徳会館におきまし

て「鈴木空如筆 法隆寺金堂壁画展」が開

催される運びとなりました。 

市といたしましても大変栄誉なことであ

り、しっかりと取組むこととし、いま準備

を進めているところでございます。１１月

３日のオープニングセレモニーに私も参加

する予定になっております。 

本日の講師、瀬谷室長はこの「法隆寺金

堂壁画展」の監修者でもあります。私たち

がまだ知らない法隆寺金堂壁画のことや鈴

木空如などにつきまして、ご専門でありま

す絵画史から見た空如など貴重なお話しを

お聞きすることができるものと思っており

ます。 

大仙市でも、ここ太田文化プラザを中心

に特別展示を実施していますが、法隆寺で

の展示を契機に、ファンの拡大や、歴史文

化ツーリズムの推進につなげて参りたいと

考えております。 

本日ご出席の皆様におかれましても、地

域の宝であります「鈴木空如」の魅力の発

信に引き続きお力添えを賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 結びになりますが、本日の講演会により、

この太田地域がますます活気あふれる魅力

的な地域になりますこと、そしてその活気

が大仙市全体に広まっていくことを心から

祈念申し上げまして、私の挨拶とさせてい

ただきます。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

【講演録】 

東京国立博物館 瀬谷 愛 

みなさんこんにちは。お天気も良くなっ

て、みなさまにご来場いただきましてあり

がとうございます。 

東京国立博物館で日本絵画の研究員と

共に、列品管理課で登録室・貸与特別観覧

室という部屋で事務をしております。瀬谷

と申します。よろしくお願いします。 

≪拍手≫ 

先ほど、市長の方から今日のご予定を全

て返上してここにお出でいただいたという

お話があって、非常にプレッシャーを受け

ております（笑）。 

大仙市の皆さんにおかれては、日曜日に

もう既に、のど自慢で全国区に大変に名前

を轟かせておられると思うんですけれども

（笑）、今日は大仙市とくに太田地域の偉人

である鈴木空如について、法隆寺金堂壁画

との関りから、偉人といってもですね、偉

い人と書いて偉人ですから、空如さんがど

ういう所が偉かったか、と私が思っている

か、というところをお話したいと思ってお

ります。 
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今日のお話しを受けて、皆さんの方でま

た空如さんについて調べたり、これまでい

ろいろお勉強なさってご存知の皆さん、そ

れぞれの空如論があると思いますので、ご

教示いただけたらと思っています。 

〈はじめに〉 

はじめに、私が鈴木空如、呼び捨てさせ

ていただきますけれども、鈴木空如につい

て勉強をはじめたのは、２０２０年の３月

に東京国立博物館で開催予定だった「法隆

寺金堂壁画と百済観音」という展覧会に向

けての調査研究をはじめてからでした。そ

れまでですね、東北大学の有賀先生、泉先

生をはじめてとして、鈴木空如についての

研究それから仏画、法隆寺金堂壁画につい

てのご研究があるということは聞いてはい

ましたけれども、実際にどういう方だった

かということについて調べはじめたのは、

この展覧会がきっかけでした。 

先ほどもご紹介いただいたように、この

展覧会は２０２０年の３月の１３日にオー

プンする予定で３月の頭には会場のセッテ

ィングも終えて、いまではユーチューブで

どういう会場だったか見ることができるん

ですけれども、「ぶらぶら美術博物館」の取

材を受けて、「日曜美術館」の取材を受けて、

いろいろな女優さんたちに見ていただいた

りして、すべてセッティングが終わったと

ころで、コロナの感染拡大が酷いというこ

とで、一日もオープンせずに中止となった

幻の展覧会です。 

ですので、オープンしなかったので東京

国立博物館の歴代の展覧会のリストからも

消えているという悲しい結末になっている

んですけれども、私がそれまで準備してき

たこの展覧会はまたいつかリベンジしたい

なと思っています。 

その中で、ご紹介したいと思っていたの

は、奈良の法隆寺にある金堂壁画というも

のがどういうものであったか、これは今は

焼けてしまっていますので元どの様な姿で

あったのかということを知るためには、写

真に撮ったり模写したりしてくれた多くの

画家達の業績があってこそです。その内の

一人が鈴木空如ということになります。 

この展覧会にはあと二つ目的がありま

して、もう一つは百済観音という国宝の仏

像をご紹介すること、それから金堂壁画が、

なぜこれほどまでに日本でよく語られて伝

説化しているか、ということの理由をです

ね、展覧会でご紹介したいと思っておりま

した。 

というのは金堂壁画というものは、今は

焼けてどのような色であったか、どのよう

な線であったか、ということがほとんど分

からなくなっています。完全に損壊して無

くなったわけ、焼失したわけではないんで

すけれども、これをきっかけにして日本の

文化財保護法という法律が成立しました。

その文化財保護法の成立からこの展覧会は

ちょうど７０年の予定でありました。 

それで、文化財が焼失するということは

どういうことかということで、ちょっと空

如さんから話が一旦ずれるんですけれども、

最初半分くらい法隆寺と文化財の保護につ

いてお話しをしてからの方が、空如さんが
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如何に素晴らしかったかということが、皆

さんに伝わるかなと思っております。 

２０１８年９月にブラジルのリオデジ

ャネイロにあるブラジル国立博物館が、火

災にあったニュースを覚えていらっしゃる

方いらっしゃいますか。あまり全国的なニ

ュースで長々と取り上げられたわけではな

いんですけれども、これは文化行政に携わ

る者達には大変ショッキングなニュースで、

しかも非常に身につまされるものでした。 

ブラジルは、この前にオリンピックがあ

りまして大変財政を投入したわけですけれ

ども、その前から国立博物館に対して、必

要な予算をおろしていなかったということ

を、博物館の人達はずっと訴えていて、博

物館の中に自動で動くスプリンクラーが設

置されていないまま、ある日火災がおきま

して、２千万点のブラジルの歴史を物語る

文化財の９割が焼失しました。 

これはですね、私達、日本の国立博物館

でも少し前にうちの館長がですね、必要な

予算がついてなくて大変厳しいことを「文

藝春秋」に寄稿しまして大変に反響もあり

ましたし、そのあと国立科学博物館がクラ

ウドファンディングで博物館の運営の寄附

金を募ったりということがあったんですけ

れども、博物館、文化財はすぐにお金にな

らないからといってなかなか予算がつかな

いということがあります。 

ブラジルではそれがこういった悲惨な

結果になったということが一つありました。

これが２０１８年です。 

その半年後、２０１９年の４月にフラン

スのパリ、ノートルダム大聖堂でまた火災

が発生しました。これは修理をするために、

作業をしていたんですけれども、夜中だっ

たですかね、出火して木造部分が焼け落ち

て、１３世紀につくられたバラ窓とかです

ね、中に納められていた聖遺物とか重要な

文化財は助け出されたんですが、一部焼失

してしまったという事件、事故がありまし

た。これを受けて日本の文化庁は、防災の

ための動き、防災の施策をですね、進めよ

うということで準備をするんですけれども、

この半年後、沖縄県の那覇市にある国指定

史跡首里城跡でまた火災が発生しまして、

この時には再建された首里城でしたけれど

も、ほとんどの建物が焼け落ちてしまって、

再建された首里城の中に保管されていた１

６世紀、１７世紀ころの漆器類とかですね、

そういった文化財が焼失してしまったとい

うことがありました。 

火災によって、重要な文化財が失われる

ともう完全に塵になってしまいますので、

火災は非常に恐ろしい、文化財にとっては

非常に恐ろしい災害であります。 

〈１．法隆寺〉 

これと同じことが、法隆寺で戦後おきた

ということが文化財保護法成立に大きな影

響を与えました。この時にはですね、その

文化財保護法の話はまた後でしたいと思う

んですけれども、奈良の法隆寺、中学生の

皆さんはまだ行ったことがないですね？、

一般席の皆さんは法隆寺にはいらっしゃっ

たことがあったり、なかったりですね。 

奈良の法隆寺は、日本で最も古いお寺の
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うちの一つです。聖徳太子がこのお寺を建

てようと思って、推古天皇の15年目、607

年頃に創建されたと言われています。もと

もとはここは聖徳太子が住んでいた宮殿の

辺りになります。 

法隆寺の境内は非常に広くて、皆さんの

席からは文字（スライド）がほとんど見え

ないと思うんですけれども、向かって左側、

西側が西院伽藍と言って、法隆寺がもとも

と建っていた、今も建っているんですけれ

でも中心部になるところです。向かって右

側の東側、東院伽藍と呼ばれているお寺の

境内は、聖徳太子の住まいがあった所にな

ります。なので右側が聖徳太子の住まいで

その跡地がお寺として整備されていて、向

かって左側の西側は、もともとお寺として

整備されていて、お寺と言いますか礼拝所

というか、から発展して大きなお寺になっ

ていたという風に考えることできます。 

主に私達が法隆寺と呼んでいるのは、こ

の西側の西院伽藍の方でここに左の上の方

に回廊でくくられた部分があるんですけれ

ども、ここに五重塔や今日お話にでる金堂

があります。法隆寺の建物というのは、世

界文化遺産で日本の世界遺産ではじめて指

定されたものの内の一つです。 

日本で最初に世界遺産に選ばれたのは、

文化遺産が二つと自然遺産が二つなんです

けれども、言える人いますか？文化遺産は

一つは法隆寺、もう一つはなんでしょう？

もう一つは姫路城です。１７世紀の木造城

郭建築ということで指定されていて、もう

一つは世界最古の木造建築群ということで

法隆寺が指定されています。さらに自然遺

産の方は、白神山地のブナの原生林と屋久

島の屋久杉の原生林なので、どれもですね

木に関係しているというのが日本にとって

世界に誇れる遺産であるということが言え

るかなと思います。 

この（スライド）向かって右側が、金堂

といってこの中に壁画が巡らされています。

法隆寺は、最初に聖徳太子が住まいになる

斑鳩宮を造営して、聖徳太子のお父さんの

病気が治るように祈って薬師如来像を造っ

たのがその始まりと言われています。 

その後、聖徳太子が亡くなってから止利

仏師が聖徳太子の姿を写したという釈迦三

尊像をつくる、このあたり如何にも歴史の

教科書みたいな話ですけれども（笑）、法隆

寺が形を整えていくんですけれども、663

年に日本が初めて国際的な戦争に参戦しま

して、当時の日本にとっては世界大戦だっ

たと思うんですが、中国の唐と新羅の連合

軍に対して、日本と百済が戦いを挑むとい

うことで白村江の戦いというのがおきます。 

このあとに法隆寺が落雷で全焼しまし

た。これは最初に法隆寺が記録上火災に遭

ったことになるんですけれども、『日本書紀』

に「法隆寺に災けり、一屋も余ること無し」

という記録がありまして、その落雷によっ

てすべて焼け落ちてしまったということが

わかります。これを受けて670年以降に、

いまの法隆寺の伽藍が整備されたと考えら

れているんですが、年輪年代法といってこ

の金堂の建物に使っている丸太、柱、梁と

かのこの丸太の年輪を数えたところ、金堂
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の部材の中に660年代に伐採されたことが

わかるものがいくつか入っていることがわ

かりまして、早めに伐採して取っておいた

部材を使っただけかもしれないんですけれ

ども、おおよそやはり 660 年代から 70 年

代以降、このころに現在の法隆寺が整備さ

れたということは間違いないだろうと考え

られています。 

これが法隆寺の本尊、釈迦三尊像です。

聖徳太子の姿を写したということが、この

大きな光背、背中に板がありますね、光背

の裏に刻まれています。この金堂の中にで

すね、お堂の中にたくさんの仏像、木で造

った仏像や金銅で造った仏像がおさめられ

ていまして、この壁面に絵が描かれていま

す。これを法隆寺金堂壁画と呼んでいます。 

〈２．法隆寺金堂壁画〉 

この金堂壁画なんですけれども、金堂の

中を上から見た図ですが、内陣と呼ばれて

いる真ん中に一段高くなっている所の上に、

仏像が置かれていまして、四隅に四天王が

いまして、中央に釈迦三尊像があって、向

かって右側に聖徳太子がお父さんのために

建てたという薬師如来像、向かって左側に

阿弥陀三尊像、その間に毘沙門天と吉祥天、

全部で９体の仏像が置かれています。 

一段下がった外陣と呼ばれるところは、

ぐるっと歩き回れるようになっているんで

すが、そこの壁面に第１号壁から時計回り

に第１２号壁までの壁画があります。これ

を金堂壁画と言いまして、１号壁、６号壁、

９号壁、１０号壁画がひときわ大きな仏画

になっています。仏画っていうのは、仏様

を描いた絵のことです。 

その絵を写したものがあります。縦が３

メートル位なんですけれども、これは東京

国立博物館にある桜井香雲が写した模写を

掛け軸にしたものですが、絵を撮影する写

場の天井が４メートル位ありますので、こ

の絵自体は３メートルを超える絵になって

います。 

これと同じものを鈴木空如は３セット

生涯に写したことがわかっています。これ

が一枚目、二枚目、２号壁、３号壁、三枚

目、４号壁、５号壁、６号壁、縦が３メー

トルありますからね、３メートル以上あり

ます。７号壁、８号壁、９号壁、１０号壁。

１１、１２ということで全部１２あります。 

今お見せした桜井香雲という人の絵は、

日本で初めて１２枚写されたんですけれど

も、どうして手で書き写さなければならな

かったのか、というと当時まだ写真が発達

していなかったからです。写真があれば、

いま私達だったらもう手持ちのカメラでパ

シャパシャ撮ってそれで済むこともありま

すし、映像で撮ったり、３Ｄ撮影したりと

いうことで、どんどんコピーを作ることが

できますけれども、明治時代にはまだその

術がありませんでしたので、手でとにかく

写すしかなかったというところもあります。 

もう一つには、手で写すことによって、

その技術がどのようなものであったのか、

ということを人間が記憶して記録するとい

うことができるという目的があります。 

ですので、昭和１０年の頃には、かなり

精密な撮影で写真がいまも残っていますけ
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れども、これは写真ですけれども、これと

前後して鈴木空如は自分の手で書き写す、

ということを繰り返していたことになりま

す。 

なぜそこまでして手で書き写さなけれ

ばならなかったのか、というところなんで

すが、多分、鈴木空如さんは東京美術学校、

上野にいま東京藝術大学という美術や音楽

を学ぶ人にとっては最高レベルの教育が受

けられる、国立大学がありますけれども、

そこに鈴木空如さんは通っていました。当

時、日本の文化財行政とか芸術に関わって

いた先生達からですね、こういったことを

教えられていたんじゃないかなと思います。 

ちょうど、聖徳太子が生きていた頃より

ちょっと前ぐらい、中国の南斉という時代

に謝赫という人がいまして、この人が当時

の中国でもうすでに古い絵について研究し

た記録を残しています。それによると、絵

を描くにあたっては、六つの方法、大事な

方法があるということを挙げています。 

その一つ目、気韻生動と言って、その描

かれているものが生き生きとしているよう

に描かなければならない、みなさんにお配

りしたレジュメの裏にありますので、あま

り書き写さなくても大丈夫です。気韻生動、

生き生きと表現しなければならない。 

それから絵というものは、骨法用筆、骨

というのはその形ですね、形を支えるよう

な線のことをいいます。筆を使ってその線

をしっかりと、骨が無いみたいなグニャグ

ニャした線じゃなくってしっかりと、骨を

与えなければならない、そういった確かな

線で描かなければならない、ということを

言っています。 

三つ目に応物象形、物に応じた形をしっ

かりと表現しなければならない。 

四つ目、随類賦彩、その種類に応じた色、

適した色を塗らなければならない。今の私

達の芸術的感覚ですと、人の顔が青く塗っ

てあっても、そういうふうに光の影響で見

えることもあるかな、と理解するようにも

う教育されてますけれども、多分、この４

番の随類賦彩というものは、そういうこと

はまだ言っていないと思います。そのもの

に応じた色を塗らないといけない。適した

色を塗りましょう。 

五つ目に、経営位置。その画面の中でし

っかりと美しい構図が整えられていないと

いけない。どこの位置に何があってどこの

位置に線がきて、どの位置に面があるか、

空間があるか、それをこの一つの画角の中

で美しくデザインしなければならない、と

いうことも絵を描くうえでの重要なポイン

トであると言っている。 

六つ目、伝移模写。伝える写す模写する。

私は今ここに古画に学ぶ、古い絵に学んで

それを模写するって意味だって書いている

んですけれども、今日ここに向かう新幹線

の中で考え直して、古画に学ぶっていうこ

とだけではないというか、そうじゃないな

とちょっと考え直しました。恐らくこれは、

皆さんもマンガやアニメを見たときとかに、

こんなにうまく描けた方がいい、うまく描

けるようになりたいなぁ、と思ったときに

まず写してみると思うんでけれども、しっ
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かり形を見て写せるかというのが重要です

ね。目で見て脳で理解して認識して、それ

が手で描いたときにちゃんと形になって現

れるか、これは１番から５番の全てに通じ

る技術になってきますよね。 

ですので、見て正しく写し取れるか、と

いうのが絵にとってすごく大事なことで、

下絵でざっと描いたものが、本番で清書し

たときに全く同じく描けるか、という技術

っていうのは非常に重要になってきます。 

大体にして下絵は勢いがあって、生き生

きとしてすごくよくて、それを本番で描き

写すとなんか堅苦しいような、型崩れした

ようなことになるということが多いのです

けれど、それをまるで下絵の様な生き生き

とした線で本番で描けるか。本番の紙、絹

に描き写せるかというのは非常に重要な技

術になってきます。 

恐らく、鈴木空如さんはこの６番、特に

意識して生涯研鑽されたんではないかと思

っています。しっかりとした線を描く、し

っかりと描き写すということは、スポーツ

でもそうですけれども基礎となる野球のス

イングとか水泳のバタ足とか、そういった

ものがいつでも同じようにできるようにな

るのは難しいことです。大谷翔平が必ず同

じスイングができる、再現性の高いスイン

グをするって言われていますけれども、そ

れと同じことをいつでもできるっていうこ

とが絵にとっても大事だということです。 

法隆寺金堂壁画では十二面あるんです

が、その内の例えば右下の２番と左下の５

番の絵を抜いてみますと、こういう感じに

なっています。一面一面全部オリジナリテ

ィのある絵かというと、実はそうではなく

て同じ絵を左右反転して写しただけ、とい

うものが含まれていたりします。これはズ

ルをしたわけではなくて、恐らくお堂の中

の左右対称性を意識して、ここの部分はこ

ういった形をとることがこのお堂の中で美

しいシンメトリーを生み出す、という計画

があってこそなんだと理解しています。 

金堂の仏像はいまさっき申し上げた９

体しかないんですけれども、明治時代のお

堂の中はもうちょっとお像が多かったよう

でして、本尊の裏側にまわるといくつか仏

像があったという写真が残っています。こ

の左側の仏像、シルエット見覚えのある方

いらっしゃいますか？中学生にはちょっと

難しいかもしれない。これは国宝の百済観

音だと思います。だと思いますというか同

じですので、それに違いないのですけれど

も、百済観音はいま宝物殿（大宝蔵院）が

ありましてその中に安置されているのです

が、かつては金堂の中に本尊の裏側に立っ

ていました。 

百済観音と呼ばれているんですけれど

も、実際には百済で造られたものではない

ことが研究上わかってきています。江戸時

代のある時に、日本は聖徳太子の時代に百

済との非常に交流があって、そのあと白村

江の戦いで日本と百済は連合軍を作ったと

いうこともあるので、これは百済で造られ

て日本に運ばれてきたと考えれられるよう

になって、それ以来百済観音と呼ばれてい

るのですが、現在はだいぶ研究が進んでお
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りまして、この百済観音の手首とか二の腕

のところにブレスレットをしているのです

が、このブレスレットが法隆寺に伝わって

いる金銅製の幢、灌頂幡と呼ばれている幡

と同じデザインのものをここに巻いている

ことがわかっています。しかもこの材質が

日本で古代によく仏像に使われていたクス

ノキを使っていることがわかっているので、

これはもう日本で造られたものだというこ

とが定説となっています。 

明治時代にはこれだけのものが金堂の

中に納められていたのですけれども、戦後

この金堂が焼けます。昭和２４年１月２６

日の明け方に出火しているのがわかって消

防隊が入るんですけれども、しっかりと施

錠されていたので完全に火が回って蒸し焼

きといいますか、外から入れない状態にな

ってしまいまして、ホースを入れるところ

がないということで、壁画のある壁に外か

ら丸太で穴を開けて、そこにホースを突っ

込んで中を消火したということがありまし

た。それで中が真っ黒こげになりまして柱

ももちろん焼けますし、壁画は色を失って

いま残っているのは白黒の焼しめられた壁

面になっています。 

どうしてこういうことが起きたかと言

いますと、法隆寺の全体のですね建築物の

修復を行いましょうということで、昭和の

大修理というのが計画されまして、その中

で建造物に付随している壁画も修理しまし

ょうということで調査会が発足したんです

が、第二次世界大戦が激しくなってきたこ

とで中断して、戦後にこの金堂の解体修理

を再開します。 

この時中に入っていた本尊、なんで焼け

たのに昔のが残っているのかなと思われた

と思うんですけれども、この時全て外に運

び出されていたのです。さらには建築の金

堂の中心以外のところですね、この大きな

壁画があるところ以外のものは、二階の部

分と周りの部分は全部解体して移動されて

いたので、それも焼けずにいまも残ってい

ます。それがいま再建された金堂の上に周

りにですね付随してあらためて建て直され

ている状態になっています。 

この解体修理をして、壁画と中心となる

柱だけを残した状態で金堂壁画の保存のた

めの模写、日本画家達による模写が行われ

ていまして、それを戦争で中断していたの

を再開して２年後に火災に遭ったというこ

とになります。 

これによってですね、日本の文化財行政

というのは非常にいままで手薄であったと

いうことが、もう一度こう考え直さなけれ

ばならないということが議会でも話題にな

りまして、それまでは戦後の文化財の散逸

とか荒廃が議題のメインだったのが、この

金堂の火災の後に国宝の松山城が焼けて、

そのすこし後に国宝の松前城が焼けてって

いうことで、戦後の日本で国宝の建物が

次々に火災に遭いまして、それによっても

う文化財全体の法整備をすすめるっていう

のが、文化財保護法の制定に拍車をかけた

という動きになっています。 

〈３．金堂壁画模写の歴史と鈴木空如〉 

焼損した壁画は壁からはずされて、保存
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処置をされました。合成樹脂を注入してお

さえていくっていう作業がずうっと行われ

ていました。この時の処置が、ここ数年で

すね検証作業が行われまして、非常に壁画

自体はいい状態を保っているということが

確認されています。それから、今保管され

ている建物の安全性も確認できていますの

で、今後ですね一般の皆さんにもっと公開

していこうという動きが進んでいます。 

焼損した壁画、もうこの世にないと思わ

れることがあるんですけれども、実際には

法隆寺の中にずうっとこの様に保管されて

いまして、黒焦げになった柱も焼けてモノ

クロになった壁画も、樹脂で固められて鉄

の枠にはめられて収蔵庫の中で組み立てら

れています。ずうっと戦後からこの状態で

中に入って見学することもできます。でき

ますというか、時々法隆寺が主催となって

見学ツアーをしています。近年ではこの整

備をどんどん進めたいというのもあって、

クラウドファンディング、寄付金をいただ

いたら中を見学できますということで、ツ

アーを度々組まれています。ですので、ど

なたでも、その機会に合わせて申し込めば

ですね見ることができます。 

この部屋に入ると焦げたにおいがする

ような気がするんですけど、全くしないは

ずなんですけれども、物凄く苦しくなるよ

うな空間です。是非機会があったら見てい

ただきたいなと思います。 

これが焼けてしまって今モノクロです

ので、どんな色だったかということを知る

のは、焼ける前に自分の目で見て色を塗っ

た画家達の仕事を見るしかないというのが

現実です。写真もありますけれども、結局

モノクロ写真でしかなくて四色分解したカ

ラーで再現できるように撮影した写真もあ

るんですけれども、それも結局最終調整は

人の目で一度もカラーの壁画を見たことが

無い人が最後色調整をするということにな

りますので、実際にはもうカラーを再現す

るということが非常に難しい状態です。 

そうなりますと、一番古い模写を行った

例えば東京国立博物館に残っている、この

桜井香雲という江戸時代から明治時代に活

躍した絵師が残した原寸大の模写を一つ頼

りにするしかないというのがあります。 

ただこの時には、あのお堂の中が真っ暗

の中で写していますので、この色自体をも

ともとの壁画色だと考えることは非常に困

難です。実際に見てみると物凄く暗いんで

す。多分こうじゃないんだろうな、という

ことは私達も見てわかります。 

ただ例えば、こういう６号壁と呼ばれて

いる阿弥陀浄土図の場合には、この阿弥陀

さんの顔面のところが消火活動で穴が空け

られてしまいましたので、こういった模写

であるとか当時の写真でしかこの阿弥陀の

顔を知ることさえできないというのが現状

です。 

この６号壁は、特に美しいと昔から言わ

れていたんですけれども、どうしてこの壁

を選んで穴あけたのかなっていうのは、文

化財に関わる、文化財の業界では悔やまれ

るといいますか、よく話に出るんですけれ

ども、実際穴をあけているのは消防の方た
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ちでそんな選んでもいられなかったと思う

んですね、ここの裏は６号壁ですから穴開

けないでくださいとか言ってたらどんどん

遅れてしまいますので、仕方が無かったと

思うんですけれども、この６号壁はほぼ大

破しているという状態です。それを樹脂で

固めていましっかり壁として立っているわ

けです。 

桜井香雲が明治１７年頃に写したもの

と、鈴木空如がそのあと写したものと大正

時代に写したものと、昭和時代に撮影され

た写真を並べてみます。 

そうすると、桜井香雲の絵のこの阿弥陀

さんの後ろのこの部分（背障）、桜井香雲の

この部分と一番右の写真の阿弥陀さんの後

ろのこの部分だとこの違いがわかりますか

ね、絵具が減っているというのがわかりま

すか、アハ体験みたいですけれど、よおく

見ると香雲のときと昭和の写真とでは絵具

が剥落しているようにみえます。 

空如さんと桜井香雲の模写はほとんど

変わりはありません。どっちかっていうと

空如さんと写真の間はかなり差があります

ので、大正から昭和の間で何かあったのか

なって思ってしまうと思うんですが、多分

それほど深刻ではなくて、空如の模本は桜

井香雲の模本に相当忠実に描いていると思

います。 

実際、これだけの金堂壁画が 1300 年保

管されてきた背景には、江戸時代の中頃ま

でこれが全く一般公開されていなかったと

いうことがあります。文化財の保護におい

ては、皆さんから忘れ去られてはいけない

んですけれども、やっぱり見せすぎても活

用しすぎてもリスクがあるというジレンマ

がありまして、触ったら落ちるし、触った

ら壊れる可能性があるということは一つあ

ります。 

鈴木空如さんのどんなところが偉いの

かというところなんですが、先ほどの桜井

香雲という人は日本ではじめて十二面全部

を模写した人なんですけども、これは国の

事業としてお金をもらってやってます。十

二面すべてを模写してくださいということ

で、国の仕事として業務としてやっていて、

どうしてそういう業務が発生したかという

と、その前にイギリス人の外交官がどうも

金堂に素晴らしい壁画があるというので見

に来て、その内の一枚を模写させてイギリ

スに持ち帰りたいと言った経緯があります。 

それで桜井香雲が一枚だけ模写してイ

ギリスに納めています。それはいま大英博

物館に保管されていまして、大切に展示も

されています。その後ですね、すごく日本

らしいんですけれども、外国の人がほめて

くれたこれすごくいいじゃないか、と言っ

て大急ぎで十二面写すという流れがありま

して、それで桜井香雲が十二面すべてを写

してそれが博物局に入って、いま国立博物

館に納められているという経緯があります。 

一方で鈴木空如は、何故十二面を模写し

たか。しかも３回模写しています。どうし

てか、ですね。これ皆さんの街です。特別

展、いま幻となった特別展にちなんで何度

も私講演会だけしたんですけれどもその度

にこれを写して皆さんに紹介しました。ス
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キー場の上ですよね。スキー場の上から撮

った街の風景です。 

展覧会のためにこちらのまさにこのお

部屋で、空如さんの模本の撮影にも来まし

た。図録に掲載させていただくんで来たん

ですけれども、これ見て大きさわかります

よね、この天井に対してこれをかけるとこ

んなに大きいんですね。なのでカメラマン

もすごい引いて梯子に上らないと撮影でき

ないというような大きさでした。 

これを一人で三十六枚描いたっていう

のはそれだけで偉いと言えるかなと思いま

すけれども、もっと偉いことがあります。

いままでの研究者のみなさんの成果によっ

て、それぞれいつごろ書き終わったかとい

うのは、もうおおよそわかってこれがもう

定説化していいんじゃないかなと思ってい

ます。 

一作目は大正１１年頃には描き終えて

いる、二作目が昭和７年頃に描き終えてい

て、三作目は二作目の直後に間髪入れずに

描き始めて昭和１１年に描き終えています。

やっぱり少しずつ描き方を変えていて、空

如さんの中での金堂壁画理解がどんどん進

んでいったということもありますし、一方

でこの模写を写して自己満足するだけじゃ

なくて人にどんどん見せなきゃいけない、

という使命感が絵の仕上がりに影響を与え

ていったということがあると思います。だ

んだん人に見せる用の描き方になっていく、

整っていくというのがあるのかなと思って

います。それは空如さん自身の技術も向上

していたと思いますし、どのように作品を

持っていくかという意識の問題でも、コン

セプトの問題でもあったと思います。 

どうして空如さんが、この金堂壁画の模

写にこれ程のめり込んでいったのかな、と

いうのがあるんですが、人生で金堂壁画だ

けを写していたわけではないんですね。こ

の大仙市には空如さんが残した沢山の作品

が残っています。それはあの金堂壁画の資

料なんていったらあれですけど、金堂壁画

よりもずっと多い比べ物にならないくらい

沢山の仏画を写したり、制作しています。

今までは、金堂壁画を模写した人というイ

メージが強かったんですけども、今後はそ

れ以外の仏画制作、作品制作や模写作業、

模写の活動に注目することでですね、空如

の模写にしかない記録というのが相当含ま

れているということが、だんだん見えてく

ると思います。 

そういったところに視点を移して、研究

を進めていくともっとですね、空如の偉い

ところっていうのが、どうして彼が人生を

尽くしてここまでやったのか、というとこ

ろも見えてくるのかなと思います。 

空如さんは生まれて最初に画家を志し

ますけれども、戦争に行って非常につらい

経験、人の生き死にを沢山みて来られたわ

けです。その後、東京美術学校に進んで高

村光雲って聞いたことありますか？東京国

立博物館に老猿っていう大きな猿の木彫が

あるんですけれども、老猿とかですね近代

の彫刻家の中では非常に有名な作家ですが、

高村光雲の引率で奈良・京都に修学旅行に

行っています。そこで初めて金堂壁画を見
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て衝撃を受けて、これはすごいとこんなも

のがあるのかということに衝撃を受けて、

恐らくそれまでも仏画に対して興味があっ

たと思いますけれども、山名貫義という日

本画家の先生に薫陶を受けたりですね、大

村西崖という東洋の仏教史に強い先生の指

導を受けたりして、仏画について研鑽を深

めていきます。 

日本画家、当時もいまもそうだと思いま

すけれども、絵を描いて絵を売って生きて

行くってことは非常に難しいことです。そ

れでもですね、空如さんはご実家の支えも

あって売り絵っていうんですかね、売れそ

うな絵をどんどん描けばですね、やっぱり

売れて生活は潤います。美しくてみんなが

家に飾りたくなるような、イルカの絵をか

いたらたくさん売れて生活が潤います。で

も自分が描きたいのはこんなんじゃないの

にって思ったときに、イルカじゃなくて私

は仏様を描きたい、でその絵の中に自分の

サインは入れたくない、仏様は仏様だから

みんながそれを拝むんであって僕の名前を

拝むんじゃないんだと思ったときに、あん

まりそこにこう集中すると絵がやっぱり売

れなくなってくる。そういうジレンマが画

家にはあると思います。 

私達でもこういう展覧会をやりたいけ

れど、人を入れないといけないから、人が

入る展覧会をやんなきゃいけないとかある

訳です。そこをこううまくバランスをとっ

て社会人としては生きていかなきゃいけな

い所があると思いますけれども、空如さん

のすごいところは、すごく信念がしっかり

している。それを支えてくれたご家族もあ

りますし、理解のある先生や同志がいたと

いうこともあると思います。 

大正５年に法隆寺壁画の保存方法調査

委員会ができまして、ここで近代的な保存

科学の成果をドイツやヨーロッパから輸入

してですね、この壁画を保存しようという

活動が日本ではじまります。どうもその頃、

空如さんもその国の動きを受けて一作目の

模写を開始したという風に考えることがで

きます。 

この国の委員会では、オーストリアで写

真技術を学んできた田中松太郎という人が

原寸大の写真撮影をしていまして、もうこ

の時点で形を残すということ自体について

は画家の技術は必要なかったと考えること

もできるかもしれません。ただこの時点で

はモノクロ写真でしかありませんので、や

はり人が写してどの様にしたらその表現が

実現できるかということを画家自身が体に

染み込ませていく必要があったわけです。

ただ、この時には国による画家の模写活動

はなされていませんでした。 

空如さんだけが自力で模写活動をはじ

めています。どうも空如さんは、法隆寺に

通って公式に写させてもらったわけではな

くて、恐らく博物館の桜井香雲の模写を見

て写すことをはじめているんだと思います。

というのは、法隆寺はお寺に来た人の記録

をかなり詳細に残していまして、その中に

空如さんが公式に訪問したっていう記録が

見当たらない、どうしても無いみたいなん

ですね。となると公式に来たわけではなく
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て、個人的に来て金堂の中で観察して写し

てということを繰り返していた、という可

能性が高いわけです。そうしたご自身で模

写活動を進めていく中で空如を支えてきて

くださったお兄さんが亡くなって、お嬢さ

んも5歳の若さで亡くなるっていう悲しい

出来事が続きます。 

このころにはかなり長い間、神経も患っ

ていたということもあって、空如さんの活

動自体が心身ともにかなりきつくなってい

るんじゃないかなと感じることもできます。 

空如さんはお友達に宛てた手紙の中で、

この金堂壁画についてこのように言ってま

す。「本邦最優等の古画にして世界的珍宝た

る絵画を古色幅員そのまま伝模して真の篤

志家に拝さしむること」が私の目標である

ということです。現代語訳すると「私達の

国で最も素晴らしいランクの古い絵である

とともに世界的にも珍しい宝である。」この

金堂壁画と同時代の中国・唐には、この金

堂壁画よりも立派な壁画があったという記

録がありますが、全く残っていません。東

アジアの中で法隆寺の金堂だけに、それが

近現代まで残っていたわけです。 

空如さんが生きていた時には、まさに本

当の意味で残っていたわけですので、世界

的にも珍しい宝であるこの絵画を、「古色」

古びた色はそのままに、「幅員」大きさです

とか数、大きさや数もそのまんま、もうそ

れを古い色のまんま、そのまんま写して本

当に志のある心の篤い人に見せたらきっと

その人の心が動いて、文化財やこういった

金堂壁画の保存に力を貸してくれるんじゃ

ないか、そういう人がどんどん増えるんじ

ゃないか、それは経済的にもそうですし、

金堂壁画ってこうあるんだよ、こんなにす

ばらしいんだよ、と１人が５人の友達に伝

えればどんどん伝わる訳です。そういった

事を広めたい。そのためには、空如さんが

３セット、１セット写せばその１セットを

見た人が千人いたら千人に伝わりますけど、

３セット写して３か所で発表したら３千人

になる。もっと増えるかもしれない。どん

どんそういうことをしたい、そのためには

心が動くような感動させられるような模写

をしなければならない、というものすごく

理想の高い活動をしていたんだと思います。 

その後も空如さんは２作目を昭和５年

に開始してまして、これを終わったところ

ですぐに３作目の模写を開始しています。

このころにはもう常に金堂壁画を模写し続

けている状態になっています。それと同時

に国でもまた法隆寺の事業がはじまってい

まして、これは先ほど紹介した昭和の大修

理になります。この昭和の大修理では再度

原寸大の写真撮影が行われて、空如さんが

３作目の模写を完成させた後に、法隆寺の

壁画の保存調査会というのが発足しまして、

法隆寺の壁画を全面模写しようという動き

があります。これは日本画家、東京藝術大

学を中心とする日本画家の人達をあつめて

１２面の模写事業をしましょうということ

なんですね。 

空如さんからしてみればもう３回終わ

ってるけどって思っていると思うんですけ

れども、それを国としてしっかりやりまし
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ょうというのがあったわけです。 

その事業では、４人の日本画家をチーム

リーダーとして集めて４枚の大きな壁面の

模写、それから２面ずつ小さい壁画を模写

するという４チーム構成で動き始めること

になります。 

ただですね、この時にそれをどのように

して写すのかというので、意見が相当わか

れまして、きちんと原寸大の写真撮影をし

たんだからもうそれをプリントアウトして

そこに色を付ければいいじゃないかという

意見が大多数になりまして、４チームあっ

たうちの３チームは写真の印刷に色を付け

るという方法をとります。ただその内の１

チームだけは、それでは全くあの壁画の良

さが写せないというこだわりを見せまして。

鈴木空如さんじゃありませんよ、もう一人

そういう人がいたんです。そんなんじゃ全

然だめだと。やっぱり伝統的な画家の技術

を使って写さなければならないということ

で写真を利用はするんですけれどもそれか

ら形だけは「敷き写し」といって上からな

ぞるような形で線だけは利用するけれども、

写真にそのまま塗り絵するようなことはし

ない。といってこだわり抜いたチームがあ

りまして、三対一でそのまま、この事業が

進んでいきます。 

ですが、このころに空如さんがこういう

ことを言っています。「霊画に対し何等の信

念もなき、ありふれの小手先大家が一時的

出来心の応募であったとしたならば、此の

崇厳無比精妙流麗大場面の偉業がたとへ総

掛りにせよ完全に写し了ふせるものなるべ

きか」と言っています。ちょっと難しいで

すよね。霊画、スピリチュアルな素晴らし

い絵に対して何の信念もない小手先の大先

生たちが寄ってたかって出来心でやったと

しても、まったく写し終われるわけがない

よねということです。物凄い自信ですよね。

３回写していますからね。空如さんじゃな

いと言えなかったセリフだと思います。 

実際この１年後、空如さんはこういうこ

とを言っています。「官の模写計画はじまっ

て早や一年余り何等の消息を聞かず」一年

経っているけれど何にも聞こえてこない。

「日過ぎて一幅の完成を見ぬ間にすでに休

止の報を知り来るものが来たの感あり」、一

幅も完成していないのにすでにちょっと休

止しますっていう知らせがあったのを聞い

てやっぱりなと思ったということです。実

際に戦争が激化したことを理由に画家達も

戦争に引っ張られてしまったということも

あって、模写や修理が中断します。その後、

戦争が終わって戦後もう一度修理事業がは

じまります。ただですね、模写が再会した

のが２年後、戦後２年経ってからで空如さ

んがその前に亡くなりました。結局、国が

模写するといったのにほとんど終わりも見

ないままなんだったんだろうというところ

で、空如さんは多分、複雑な思いだったと

思いますけれども、亡くなってしまいます。 

模写が再開されたのが２年後、戦争が終

わって２年後でさすがにもう戦前からずっ

と引っ張ってきた模写事業をこれ以上延期

できませんということで、昭和２４年中に

は必ず完成させるという厳命が国から下り
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ます。それで昭和２４年の１月ですね、そ

れまでは春と秋の気候の良い時期にだけに

しか作業をしていないかったんですけれど

も、寒いとか暑いとか言っていられないか

ら冬場も模写作業してくださいということ

になりまして、１月に作業をしていたとこ

ろ、出火して全焼してしまった、というこ

とです。 

実は空如さんと同じように、非常に信念

を持って模写をしていた、手書きで模写を

していた入江波光という京都の日本画家が

いるんですけれども、この入江班のリーダ

ーもですね、非常にこの模写には思い入れ

を持っていて、この金堂壁画のプロジェク

トに入ってからは自分の創作活動は一切中

止して、白装束で身体を浄めてこの模写活

動をしていたということが知られています。 

空如さんと本当だったら話がとても合

っただろうと思いますし、実際、出来上が

った入江班の作品模写は非常に素晴らしい

です。全然違います。写真に塗り絵したも

のと。入江波光という人の写した手書きの

模写はものすごく美しいです。清々しい壁

画です。ほんとにこんなに綺麗だったんだ

ろうなと思わせるようなものになっていま

す。 

ただこの入江波光も金堂が焼ける前に

亡くなっています。なんか不思議なんです

けれども、空如さんも波光さんも思い入れ

のあった二人が焼ける前に亡くなっている。

逆に焼けるところに出会ってしまっていた

ら、二人は堪えられなかったんじゃないか

なって思うような偶然です。結局この昭和

の模写は焼けたことによって８面までしか

終わらずに完全に中止になっています。 

その後、金堂の再建に全ての力が注がれ

るようになりまして、焼損前の模写事業に

関わっていた若い世代の人達が戦後大家に

なっていたので、その人達が中心となって

再現壁画というものを制作します。前田青

邨ほかですね平山郁夫さんもその若手のチ

ームの中に入って制作しまして、それが今

金堂の中にかけられています。鎌倉の自宅、

前田青邨の自宅でですね、空如さんの模本

をみんなで勉強しているところです。左の

手前が平山郁夫先生です。 

実際に金堂の壁画をちゃんと見て写し

たものが次の画家たちの教材になっていく、

もし空如さんがそういった活動をしていな

かったら、このとき教材として学ぶものが

一つ少なかった、一つどころじゃないです

ね沢山失われていたわけですけれども、自

分の活動が次につながっていった、大きく

つながったことが空如さんの一つの偉人た

る所以だと思います。再現壁画が完成した

暁にはですね、東京国立博物館で桜井香雲、

鈴木空如、それから昭和の模写と再現壁画

を並べた展示会が行われています。 

歴史の中で何回か写されるという機会

があったわけですけれども、江戸時代から

ですね、どの様な人がどの様なきっかけで

どの様なお金を使ったのか、みんなそれぞ

れ様々、全く違います。どの様に伝わって

きたかという場所も全く違うわけですけれ

ども、この金堂壁画がとにかく素晴らしい

ことに心を動かされてみんな活動してきた
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わけです。 

２０１９年に大英博物館で桜井香雲が

一番最初に写した模写が展示されたという

ことがありました。私も９月に先月ですね

大英博物館にいってきましてこの模写をも

う少し詳しく調査させていただきました。

東博で保管しているものとは全く違って、

すごく鮮やかでしたし、やっぱりイギリス

に納めようと思って綺麗に仕上げたのかな

っていう、画家のそれぞれの思いの違いも

感じることができました。 

それからフランスのギメ東洋美術館に

も「モリモトシンザン」という人が描いた

という記録がある阿弥陀浄土図模本があり

ます。これもどういった画家なのかという

ことはほとんどわかっていないんですけれ

ども、金堂壁画というものがかつて美しい

状態で存在していたということをそのまま

写して広めようとしていた、それを求めて

いる人達が沢山いたということがわかりま

す。 

みなさん岡倉天心という人の名前を聞

いたことがありますか。近代の文化財行政

とか美術芸術の分野でいろいろな影響を与

えた人ですけれども、岡倉天心という人が、

よく周りの人に言っていた言葉があります。

「まだ法隆寺の壁画を見たことが無い人は

幸せだ。あの素晴らしい最初の驚嘆をこれ

から味わう機会をもっているのだから。」、

見たことが無い方は、これから最初のファ

ーストインプレッション、最初の出会いを

これから楽しめるんだからいいなぁ、とい

う、多分岡倉天心も強烈な出会いですごく

うれしかった、素晴らしいと思ったんだと

思います。 

私も最初に焼損壁画を見たときすごく

怖いと最初思いましたけれども、よおく見

ると線はまだ生きていますし、その美しい

空間というのは、もとの美しい空間を想像

できるくらいの強さが、焼けた壁画の中に

まだ残っています。なので物凄く感動いた

しました。こんな素晴らしいんだったら、

さぞ昔はもっと素晴らしかったんだろうな

っと思いました。 

ですので、まだもし壁画をご覧になった

ことがない方がおられればですね、きっと

素晴らしい出会いになるでしょうし、空如

さんがなぜ人生を掛けてそこまで入れ込ん

だのかということも、理解いただけるかな

と思います。 

かなり時間が押してしまって申し訳あ

りませんでした。今日のお話はいったん締

めさせていただきます。ご清聴ありがとう

ございました。 

≪拍手≫ 

 

 

【質 問】 

若 松：大仙市刈和野の若松と申します。 

瀬谷先生、空如先生に関するご講話ありが

とうございました。 

先ほどですね、入江波光画伯のですね話題

が出ておりまして、実は私先日、入江波光

のですね種々の仏画をみて非常に感動を受

けて参りました。同じく村上（華岳）画伯

の観世音菩薩の仏画もみて感動を受けてき
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たのですが、空如画伯は京都の画壇の人達

にどのような影響を与えてあったのか、そ

こら辺のところ先生ご存知のところお話し

願いたいと思いますし、それからこれ余談

ですけれども、あの東博の館長さんは秋田

出身の方ですし、それからこの夏の暑さに

ですね、シンボルであるユリノキは順調に

育ってあったでしょうか。そのことを一つ

お伺いしたいと思います。 

 

瀬 谷：入江波光さんの作品を御覧になっ

たということでほんと素晴らしいですよね。

物凄い技術の高い方だと思いますし、信念

のある方だと思っています。大変申し訳な

いんですけれども、空如さんが入江波光は

じめ京都の画家にどういう影響を与えたか

というのを、私不勉強でまだよくわかって

おりません。 

だた、空如さんはどうも所謂、画壇活動

というものをお嫌いになっていたようで、

画家同士のお付き合いを余り深くされてい

なかったようですね。ですので、その辺り

がどうだったかというのを中々探し出すの

が難しかったものですから、これから意識

して勉強して、そうですね今度の展覧会ま

での間に反映できるようにしたいと思いま

す。 

あと、うちの館長がですね少し前にかわ

りまして、秋田出身の銭谷眞美から藤原誠

になりまして、銭谷館長はですね本当に博

物館の運営に熱意のある方で、昼休みにで

すね展示室をまわってご覧になるという方

でした。何かおかしいところがあると、あ

れどういうことなのわかりにくいんじゃな

いのって言って一つひとつですね、私ども

にフィードバックしてくださるような、珍

しい館長でしたので、いまはちょっと寂し

い気がしておりますけれども、新しい館長

の下でまた新たに頑張っております。 

それからユリノキは元気です。たくさん

花を咲かせておりますので、またお出で下

さい。 

 

冨 木：太田中学校３年の冨木七虹です。

このあと鈴木空如を引き継いでいくために

は、私達ができることはありますか。 

 

瀬 谷：ありがとうございます。そうです

ね、鈴木空如を引き継ぐってどういうこと

かなっていうところをまず考えるといいか

なって思っています。鈴木空如がしたこと

と同じことをする必要はないというとあれ

なんですけれども、絵を描けば引き継ぐこ

とになるのかというとやっぱりそうじゃな

いと思うんですね。 

鈴木空如さんは絵を描くことを通じて

文化財とか日本の文化とかを残すことを実

現したわけです。なので皆さんそれぞれ得

意なものとかあると思うんで、文章を書く

人は文章で、絵を描くことが好きな人は絵

を描くことで、スポーツでも科学技術でも、

子どもを育てたり介護したりいろいろな仕

事がありますけれども、それぞれの仕事で

熱意をもって日本と日本の文化や文化財を

ですねどのようにして守っていけたらよい

かということを、空如さんに照らし合わせ

－ 51 －



 
 

ながら、活動していってもらえたらいいの

かなと思います。 

 

冨 木：ありがとうございました。今日は

鈴木空如のことを知れてよかったです。太

田に生まれてきた一員として、空如の歴史

を大切にしたいと思いました。ありがとう

ございました。 

 

芳 賀：太田中学校３年の芳賀遥です。瀬

谷さんがお仕事をしている上で大切にして

いることがあったら教えてください。 

 

瀬 谷：難しいですね（笑）。あまり大きな

ことはできないなと思っているので、与え

られた機会や自分の立場といいますか、そ

ういうものには誠実に精一杯勤めていきた

いなと思っていますし、できるだけ、きれ

いに温かく仕事をしていきたいなと思って

いますけれども、空如さんの様に信念だけ

で生きていく強さがないものですから、時

にはうまく流されながら、仕事をしていき

たいと思っております（笑）。みなさんはま

だそういうふうにならないように、今は真

っすぐにお勉強頑張っていただきたいなと

思っております。 

 

芳 賀：ありがとうございます。鈴木空如

については、知らないことがほとんどでし

たが、今回の講演で詳しく知ることが出来

てよかったです。 
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【特別番組】 空如～不変の美を伝えた画人～ 

企 画 大仙市 

提 供 株式会社秋田銀行／株式会社寛文五年

堂／株式会社タカヤナギ 

放送日 令和５(2023)年１２月１５日（金） 

    午後７時～午後７時５４分 

出 演 有賀祥隆（東北大学名誉教授） 

瀬谷 愛（東京国立博物館） 

ナビゲーター 俳優 八嶋智人 

ナレーター  俳優 高橋克実 

制 作 秋田テレビ株式会社 

制作協力 AKITAメディアテクノロジーズ株式会社 

 

 この特別番組は生誕150年を記念し、鈴木空如

の画業とその生き方を世に広めるために制作し

た。番組は、ナビゲーター八嶋智人氏が大仙市と

法隆寺を旅し、空如と出会う中で受け取った空如

の想いを視聴者と共有してゆく。 

 

実 績 

 地上波放送及びネット配信（YouTubeで2023年

6 月まで配信）を行った。さらに、教育用ＤＶＤ

を１００部制作し、大仙市内の中学校及び市内外

の図書館に配布した。 

 また、放送当日に鈴木空如を顕彰する会が主催

した市民向けの視聴会が行われた。 

 

概 要 

オープニング（2分） 

 法隆寺外観、金堂壁画、鈴木空如の紹介。 

本編１（13分） 

 ナビゲーター八嶋智人氏（以下八嶋氏）が大仙

市所蔵の空如作品を見学し、あわせて空如を育ん

だ土地柄やその風景を実感する。 

本編２（13分30秒） 

 八嶋氏が地域の中で大切にされて来た空如の

作品を拝見し、地域の中で生き続ける空如の存在

を認識する。また、法隆寺聖徳会で開催された特

別展鈴木空如筆「法隆寺金堂壁画」展を監修した

有賀祥隆氏が、絵画史における法隆寺金堂壁画の

位置付けを解説する。 

本編３（14分） 

 八嶋氏が法隆寺聖徳会館を訪れ、特別展で展示

されている空如筆「法隆寺金堂壁画」をはじめて

見る。解説は東京国立博物館の瀬谷愛氏。金堂壁

画見どころや空如の模写絵の特徴を解説する。 

本編４（4分55秒） 

 八嶋氏が、大仙市と法隆寺で空如の画業とその

生き方に出会い、俳優として生きる自分と空如を

重ね思索をめぐらし、空如の生き方に共感を示す。 

 

番組タイトルロゴ 

 

 

 

 

 

※『空如 不変の美を伝えた画人』 HP 

https://www.akt.co.jp/info/kuunyo 

YouTube配信は2024年6月30日まで 

 

視聴会の様子 
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【関連展示】 鈴木空如の画業を支えた人びと～坂本東嶽・佐藤維山～ 

主 催 秋田県美郷町／美郷町教育委員会 

後 援 株式会社 秋田魁新報社 

特別協力・資料提供 

 大仙市／佐藤公一氏／澤峰山常泉寺 

会 期 令和５(2023)年４月２２日（土）―５月

２８日（日）※開館日数３２日間 

会 場 美郷町学友館 

出品数 ４６点 

観覧料 ３００円（高校生以下無料） 

 

 本企画展では、若き日の空如の画業を支えた坂

本東嶽（理一郎）、さらに空如作品を郷土に一つで

も多く残したいと願った佐藤維山（維一郎）、彼ら

と空如の交流を紹介する。 

この展示をとおして、空如の画業が東嶽・維山

そして郷土の名もない人びとによって支えられ

ていたことを再認識し、空如の画業は郷土の誇り

であることを来館者に伝えることを目的とした。 

 なお、大仙市から作品１７点を貸し出した。 

 

実 績 

入場者数 ８３４人（1日平均約26人） 

 

展示概要 

【坂本東嶽 ～若き日の空如を支えた人】 

（１）坂本家と鈴木家 

（２）「阿弥陀三尊」と「法隆寺金堂壁画模写」 

（５点展示） 

（３）書簡に見る東嶽と空如（１１点展示） 

【古画の研究】（前期５点、後期７点展示） 

【法隆寺金堂壁画模写】１２面の写真（８分の１

スケール） 

【佐藤維山 ～空如の画業を後世に伝えたいと願

った人】 

（１）佐藤家と鈴木家 【パネル展示】 

（２）空如からの薫陶 【４点展示】 

（３） 作品が語る仏画家鈴木空如の姿 （１４点展示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成にあたり、美郷町 生涯学習課歴史文化財班編「開催報告書」

を参照した。 
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【協力展示】 東日本大震災復興祈念「悠久の絆奈良・東北のみほとけ展」 

主 催 「絆とうほく～復興への祈り」実行委員

会（ｔｂｃ東北放送／河北新報社／東北

歴史博物館／多賀城市／ＴＢＳテレビ／

ＭＢＳテレビ／青森テレビ／ＩＢＣ岩手

放送／テレビユー山形／テレビユー福島） 

総監修 有賀祥隆（東北大学名誉教授／東京芸術大

学客員教授） 

監 修 長岡龍作（東北大学大学院文学研究科・文

学部教授） 

特別協力 法隆寺、西大寺、唐招提寺 

学術協力 奈良国立博物館 

企画制作 ｔｂｃ東北放送 

展示件数 ６０件 

（うち国宝１２件、重要文化財２７件） 

特別協賛 ケーズデンキグループ株式会社デン

コードー／東京エレクトロン株式会社 

協 賛 サントリーホールディングス株式会社

／株式会社七十七銀行／損害保険ジャパ

ン株式会社／第一生命保険株式会社／大

和ハウス工業株式会社／東芝インフラシ

ステムズ株式会社／凸版印刷株式会社／

NIPPONEXPRESS ホールディングス株式会

社／野村證券株式会社／株式会社みずほ

銀行／三井住友信託銀行株式会社／株式

会社三菱UFJ銀行／ロート製薬株式会社 

後 援 多賀城市教育委員会／多賀城市観光協

会多賀城・七ヶ浜商工会／NHK 仙台放送

局仙台放送／ミヤギテレビｋｈｂ東日本

放送／エフエム仙台／朝日新聞仙台総局

／毎日新聞仙台支局／読売新聞東北総局

／宮城ケーブルテレビ株式会社 

会 期 令和５（2023）年４月１５日～６月１１日

※開館日数５０日間 

会 場 東北歴史博物館特別展示室 

出品数 ６０件（うち国宝１２件、重要文化財２

７件）※大仙市から鈴木空如筆「法隆寺

金堂壁画」第6・10号壁を貸出。 

 

 本特別展は、東日本大震災から 13 回忌となる

2023 年、“鎮魂と祈り”のために、奈良と東北の

国宝、重要文化財を含む寺宝が宮城の地に一堂に

会す展覧会で、大仙市からは鈴木空如筆「法隆寺

金堂壁画」第6・10号壁の２点を貸し出した。 

 

実 績 

入場者数 ５４，６６３人（1日平均約1,093人） 

展示概要 

第１章 苦難に立ち向かう～奈良の仏像と東北の仏像～ 

第２章 日本仏教のいしずえを築いた人 

※鈴木空如筆「法隆寺金堂壁画」第6・10

号壁が展示された。 

第３章 叡尊・忍性の教えと美術 

第４章 心の復興へ奈良仏教の教えと救済 

第５章 奈良仏教と未来への営み 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木空如筆「法隆寺金堂壁画」第６号壁 

阿弥陀浄土図（縦301.2×横251） 

※作成にあたり、「絆とうほく～復興への祈り」実行

委員会事務局編「東日本大震災復興祈念「悠久の絆奈

良・東北のみほとけ展」実施報告書」を参照した。 － 55 －



 
 

作品集荷 

日 時：令和５年１月２６日（木） 

午前１０時～午前１１時 

場 所：太田文化プラザ 多目的ホール 

人 員：東北歴史博物館 

学芸部長 千葉正利氏 

    東北放送  米村旅人氏 

    ＮＸ日本通運職員３名 

立 会：観光文化スポーツ部 

文化財課副主幹 髙橋一倫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
開幕式 

日 時：令和５年４月１５日（土） 

午前８時３０分～午前１０時 

場 所：東北歴史博物館 １階エントランスホー

ル（宮城県多賀城市高崎１-22-1） 

出席者：大仙市長 老松博行 

観光文化スポーツ部長 加賀貢規 

同部文化財課主幹 髙橋一倫 

 

 

 
 

（会場前にて 老松市長） 

 
 

（オープニングセレモニー） 

 
 
展示について 

本展に鈴木空如筆「法隆寺金堂壁画１２面」（秋

田県指定有形文化財）のうち、第６号壁「阿弥陀

浄土図」及び第１０号壁「薬師浄土図」を貸し出

した。 

展示場所は、第６・１０号壁共に「第２章 日

本仏教の礎を築いた人々」のブースで展示された。  

特筆すべきことに、第６号壁「阿弥陀浄土図」

は「鑑真和上坐像」（国宝）と向かい合わせての展

示となった。これは、鑑真が亡くなる際、結跏趺

坐をして西に向かって亡くなった故事による。 

 鑑真が感得した世界が再現され、見学者を幽玄

の世界に誘う演出が成されていた。空如の模本の

新たな活用の方法であり、今後の模本の活用の参

考となった。 

 

観光ブースの設置 

 主催者の配慮により、大仙市の観光ブースが設

置された。他に奈良県、多賀城市の観光ブースが

設置された。 

 

（設置状況） 
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  〈参考資料〉 

空 如 模 「 鳥 獣 戯 画 （ 甲 巻 」 ） よ り  





 

  

 

 

  

 

 

世世にに隠隠れれたたるる真真のの画画人人  

鈴鈴  木木  空空  如如  
 

 

 

 

 

 

  

  

秋秋田田県県大大仙仙市市  
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生い立ちから東京美術学校入学まで 

 

鈴鈴木木空空如如
す ず き く う に ょ

（（本本名名：：久久
きゅう

治治
じ

、、11887733--11994466））はは、、11887733（（明明治治６６））年年２２月月2255 日日にに現現在在のの大大仙仙市市

太太田田町町小小神神成成にに父父・・虎虎之之助助とと母母・・フフミミのの六六人人兄兄妹妹のの末末っっ子子ととししてて生生ままれれままししたた。。幼幼

少少のの頃頃よよりり絵絵をを描描くくここととがが上上手手でで、、小小学学校校のの同同級級生生・・門門脇脇八八五五郎郎はは後後年年「「久久治治ははささ

ががしし((賢賢いい))人人だだっったた。。人人っっここ（（人人物物））描描くくににととててもも上上手手だだっったた」」とと証証言言ししてていいまますす。。生生

家家ににはは1100 歳歳のの頃頃にに描描いいたたととさされれるる「「山山鳥鳥のの図図」」（（写写真真11））がが残残

さされれてていいまますす。。  

空空如如はは小小学学校校卒卒業業後後、、家家業業のの農農業業にに従従事事ししてていいままししたた

がが、、画画家家ににななるる志志をを断断つつここととががででききずず1199 歳歳のの時時にに上上京京ししまま

すす。。上上京京後後はは、、長長山山蘭蘭林林とといいうう画画工工にに師師事事ししてて東東京京美美術術学学

校校（（以以下下美美校校））へへのの入入学学をを目目指指しし、、11889933（（明明治治2266））年年８８月月にに

美美校校にに入入学学願願書書をを提提出出ししままししたた。。ししかかしし、、当当時時のの美美校校のの入入

学学はは９９月月でであありり願願書書提提出出のの期期をを逃逃ししてていいたたととさされれまますす。。  

ささららにに、、11889944（（明明治治 2277））年年にに日日清清戦戦争争がが勃勃発発ししてて近近衛衛師師

団団工工兵兵大大隊隊第第一一中中隊隊にに配配属属さされれ出出征征しし、、美美校校へへのの入入学学はは遠遠

ののいいてていいききままししたた。。  

空空如如はは台台湾湾をを転転戦戦しし、、戦戦地地かからら実実家家にに宛宛ててたた手手紙紙ににはは自自

分分はは無無事事ななこことと、、故故郷郷のの味味がが恋恋ししいいこことと、、ささららにに「「軍軍装装のの

敵敵のの死死屍屍
し し

道道路路にに満満千千」」、、「「即即時時にに処処せせらられれししもものの三三十十余余名名をを

見見るる」」、、「「死死屍屍
し し

累累々々
る い る い

足足のの突突きき場場」」もも無無いいとといいっったたとと生生々々ししいい

戦戦況況をを克克明明にに記記ししてていいまますす。。  

空空如如はは11889955（（明明治治2288））年年1111 月月にに戦戦地地台台湾湾かからら帰帰還還しし、、東東

京京本本郷郷ににああっったた日日本本画画会会附附属属共共立立美美術術学学館館にに入入学学ししまますす。。

ここのの美美術術学学館館はは、、後後にに東東京京美美術術学学校校公公認認のの予予備備校校ととななりり、、

学学館館卒卒業業後後はは無無試試験験でで美美校校入入学学がが許許さされれてていいまますす。。空空如如はは、、

11889966（（明明治治2299））年年１１月月にに写写しし終終ええたたととすするる「「定定智智本本  十十二二神神

将将図図」」（（高高山山寺寺伝伝来来、、益益田田鈍鈍翁翁旧旧蔵蔵、、

写写真真３３））ににつついいてて、、実実家家にに宛宛ててたた手手

紙紙のの中中でで「「美美術術学学館館時時代代にに写写せせしし小小物物」」とと述述べべてていいまますす。。  

そそししてて、、空空如如はは11889988（（明明治治3311））年年にに東東京京美美術術学学校校日日本本画画

選選科科にに入入学学ししまますす。。上上京京かからら６６年年余余りりがが経経っってていいままししたた。。

選選科科ととはは、、本本課課とと違違いい一一課課ももししくくはは数数課課のの実実技技をを学学ぶぶ教教育育

課課程程でですす。。空空如如はは実実家家にに宛宛ててたた手手紙紙のの中中でで、、本本科科をを選選ばばなな

かかっったた理理由由をを「「眼眼病病ののたためめ体体操操をを免免かかれれ」」たたいいたためめとと述述べべ

てていいまますす。。  

美美校校入入学学後後、、空空如如はは山山名名貫貫義義
や ま な つ ら よ し

（（11883366--11990022））にに師師事事ししまますす。。

山山名名はは土土佐佐・・住住吉吉派派のの絵絵師師ででししたたがが、、一一方方でで、、明明治治二二十十年年

代代にに行行わわれれたた臨臨時時全全国国宝宝物物取取調調にに参参加加ししてて、、奈奈良良・・京京都都のの

写写真真１１「「山山鳥鳥のの図図」」  

写写真真２２「「軍軍装装姿姿」」  

写写真真３３  空空如如模模「「安安底底羅羅大大将将」」  
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寺寺社社のの宝宝物物をを調調査査すするるななどど古古画画研研究究のの第第一一人人者者ででももあありりままししたた。。  

山山名名はは、、国国宝宝「「薬薬師師寺寺吉吉祥祥天天像像」」をを11888899 年年にに模模写写ししてておおりり最最

古古ののももののでですすがが、、空空如如もも同同画画のの模模写写ををししてていいまますす。。恐恐ららくく、、山山名名

のの配配慮慮ががああっってて空空如如もも模模写写すするるここととががででききたたののででししょょうう。。  

  

空如誕生までの苦悩と葛藤 

 

11990044（（明明治治3377））年年７７月月、、空空如如はは東東京京美美術術学学校校研研究究科科をを修修了了しし、、画画

家家ととししててのの道道をを歩歩みみ始始めめまますすがが、、ここのの後後７７年年にに渡渡りり病病にに苦苦ししむむここ

ととににななりりまますす。。空空如如自自身身はは「「遠遠きき原原因因をを有有すするる病病症症」」「「神神経経衰衰弱弱」」

とと述述べべてていいまますす。。  

ここのの病病のの発発症症原原因因はは、、兄兄実実業業
じつぎょう

かかららのの経経済済的的なな自自立立とと、、画画家家ととしし

てて成成功功すするるここととへへのの焦焦りりででああっったたとと考考ええらられれまますす。。画画家家ととししてて世世

にに知知らられれ成成功功すするるここととのの難難ししささはは、、空空如如自自身身「「美美術術・・宗宗教教等等のの如如

くく精精神神のの養養いいをを主主ととすするるももののはは、、医医学学、、工工学学、、理理学学士士のの如如くく形形をを

学学ぶぶももののとと比比べべれればば、、そそのの進進捗捗はは誠誠にに遅遅々々たたるるもものの」」とと述述べべてていい

まますす。。  

実実際際、、空空如如はは研研究究科科をを修修了了ししてて間間ももなないい頃頃にに、、兄兄実実業業にに宛宛ててたた手手紙紙にに「「揮揮毫毫
き ご う

方方ごご

紹紹介介」」くくだだささいいとと頼頼みみ、、花花鳥鳥山山水水画画とと仏仏画画のの揮揮毫毫料料をを示示ししてていいまますす。。ししかかしし、、そそののわわ

ずずかか1166 日日後後ににはは花花鳥鳥山山水水画画のの揮揮毫毫ににつついいてて「「学学校校在在学学中中はは所所在在方方面面をを一一応応研研究究致致しし

候候もも、、退退校校後後はは仏仏画画専専攻攻致致しし居居りり候候」」とと断断っっててくくれれるるよようう兄兄実実業業にに頼頼んんででいいまますす。。  

空空如如はは仏仏画画とと古古画画のの制制作作・・研研究究だだけけでで生生計計をを立立ててたたいいとと望望んんででいいままししたたがが、、現現実実

ににはは難難ししいいこことともも理理解解ししてていいたたののでですす。。  

 11990077（（明明治治 4400））年年 11 月月、、療療養養ののたためめ静静岡岡県県田田方方郡郡土土肥肥村村（（現現伊伊豆豆市市））ににいいままししたた。。

空空如如はは土土肥肥かからら兄兄実実業業にに宛宛ててたた手手紙紙にに「「衰衰弱弱のの身身はは最最もも寒寒気気をを感感ずずるる」」とと述述べべてていい

るるここととかかららもも、、駿駿河河湾湾にに面面しし温温暖暖なな気気候候ででああっったた土土肥肥をを選選んんだだののででししょょうう。。ここのの手手

紙紙ににはは「「東東京京山山名名先先生生のの奥奥様様はは病病体体ににもも拘拘
か か

わわ

ららずず」」慰慰問問状状やや物物品品をを贈贈っっててくくれれ、、ささららにに「「病病

症症長長引引くくもも費費用用のの心心配配ななくく療療養養せせらられれよよ」」とと

励励ままししのの言言葉葉ををいいたただだいいたたとと記記ししてていいまますす。。

山山名名貫貫義義とと空空如如のの関関係係がが忍忍ばばれれ、、ささららにに空空如如

をを支支ええそそのの前前途途をを期期待待すするる山山名名家家のの人人々々のの

姿姿をを見見るるここととががででまますす。。  

苦苦悩悩とと葛葛藤藤のの中中でで、、自自分分へへのの期期待待とと周周囲囲のの

期期待待にに応応ええよよううととすするる若若きき日日のの空空如如のの姿姿がが

駿駿河河湾湾をを望望むむ土土肥肥ににあありりままししたた。。  

 

法隆寺金堂壁画との出会い 

 

 空空如如とと法法隆隆寺寺金金堂堂壁壁画画ととのの出出会会いいはは、、東東京京美美術術学学校校がが例例年年行行うう奈奈良良・・京京都都へへのの

修修学学旅旅行行のの時時でですす。。空空如如ははここのの修修学学旅旅行行のの記記録録ととししてて「「奈奈良良県県下下・・京京都都府府下下  修修学学

旅旅行行日日誌誌」」（（写写真真６６））をを記記ししまますす。。11990011（（明明治治3344））年年99 月月2244 日日のの項項ににはは「「金金堂堂にに入入てて吾吾

写写真真５５「「山山名名貫貫義義2244回回忌忌墓墓参参記記念念」」前前列列左左２２人人目目がが空空如如  

  

写写真真４４  空空如如模模「「薬薬師師寺寺吉吉

祥祥天天像像」」  
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はは先先ずず有有名名ななるる曇曇徴徴
どんちょう

のの古古壁壁画画
こ へ き が

をを見見んんとと欲欲
ほ っ

せせりり。。然然
し か

れれどどもも室室

内内暗暗淡淡
あ ん た ん

、、明明
め い

にに弁弁
べ ん

ずずべべかかららずずとと雖雖
いえど

もも熟熟視視
じ ゅ く し

ししてて後後、、漸漸
ようや

くく覬覬
ね が

ううここ

ととをを得得
え

たたりり」」とと記記ししてていいまますす。。  

空空如如のの記記録録かかららはは、、金金堂堂内内はは薄薄暗暗くく壁壁画画をを見見るるののももややっっ

ととででああっったた状状況況ががわわかかりり、、ささららにに金金堂堂壁壁画画にに対対すするる関関心心のの

高高ささががううかかががわわれれまますす。。  

恐恐ららくく、、山山名名貫貫義義かかららのの指指導導ももあありり、、すすででにに空空如如がが「「未未見見

のの恩恩師師」」とと仰仰いいだだ桜桜井井香香雲雲
さ く ら い こ う う ん

（（11884400－－11990022））にによよるる金金堂堂壁壁画画のの模模

写写絵絵をを見見てていいたたたためめででししょょうう。。桜桜井井のの模模写写絵絵はは傷傷やや剥剥落落をを

現現状状ののまままま模模写写ししたたももののでで、、空空如如ははここのの模模写写絵絵をを基基礎礎ににしし

てて自自ららのの金金堂堂壁壁画画のの模模写写をを行行っってていいまますす。。  

ここののよよううにに、、空空如如ははすすででにに学学生生時時代代かからら金金堂堂壁壁画画にに注注目目しし

てていいたたここととががううかかががええ、、ささ

ららにに11993333（（昭昭和和88））年年1122 月月1188 日日付付けけでで甥甥良良蔵蔵にに宛宛てて

たた手手紙紙ににはは「「三三十十余余年年来来」」壁壁画画模模写写にに取取りり組組んんででいい

るるとと述述べべてていいるるここととかかららもも、、東東京京美美術術学学校校研研究究科科修修

了了のの前前後後かからら壁壁画画模模写写がが空空如如のの人人生生のの目目標標ととななっっ

てていいたたここととはは確確かかででししょょうう。。 

そそししてて空空如如はは、、美美校校卒卒業業後後、、法法隆隆寺寺金金堂堂壁壁画画研研究究

ににかかかかわわるる重重要要なな作作品品をを制制作作ししてていいまますす。。現現在在、、秋秋

田田県県美美郷郷町町学学友友館館がが所所蔵蔵ししてていいるる「「阿阿弥弥陀陀三三尊尊像像」」

（（写写真真７７））でですす。。  

ここのの「「阿阿弥弥陀陀三三尊尊像像」」はは、、法法隆隆寺寺金金堂堂壁壁画画第第66 号号

「「阿阿弥弥陀陀浄浄土土図図」」のの阿阿弥弥陀陀如如来来・・観観音音菩菩薩薩・・勢勢至至菩菩

薩薩ををモモチチーーフフににししてて描描かかれれたたももののでで、、11990066（（明明治治3399））

年年にに完完成成しし、、秋秋田田伝伝神神画画会会美美術術展展覧覧会会にに出出陳陳ししたた作作

品品でですす。。  

 

苦悩と葛藤の末に 

 

空空如如をを苦苦ししめめたた「「神神経経衰衰弱弱」」はは、、11991122（（明明治治 4455））年年 44 月月

かからら55 月月ににかかけけてて行行わわれれたた、、山山陰陰・・隠隠岐岐地地方方へへのの古古社社寺寺巡巡

礼礼のの旅旅行行ををききっっかかけけにに全全快快にに向向かかいいまますす。。  

  ここのの巡巡礼礼はは、、出出雲雲出出身身のの日日本本画画家家竹竹田田
た け だ

霞霞村村
か そ ん

（（11888844－－11995555））

がが同同行行ししてていいまますす。。霞霞村村はは川川端端
か わ ば た

玉玉
ぎょく

章章
しょう

（（11884422－－11991133））、、下下村村
し も む ら

観観山山
か ん ざ ん

（（11887733－－11993300））にに師師事事ししてて将将来来をを嘱嘱望望さされれたた逸逸材材ででししたたがが、、

画画壇壇のの派派閥閥争争いいにに嫌嫌気気ががささしし、、ままたた父父親親がが他他界界ししたたこことともも

あありり、、11991166（（大大正正55））年年にに故故郷郷にに戻戻っってていいまますす。。空空如如ととはは十十

一一歳歳のの年年のの差差ははあありりままししたたがが、、下下宿宿先先がが同同じじでで終終生生のの友友とと

ななりりまますす。。空空如如没没後後、、霞霞村村はは空空如如のの遺遺言言ととししてて画画材材一一式式をを

受受けけ継継ぎぎ、、ここのの画画材材ををももっってて彼彼生生涯涯のの傑傑作作ととさされれるる「「渓渓谷谷

のの春春」」とと題題すす六六曲曲一一双双のの屏屏風風をを完完成成ささせせてていいまますす。。  

写写真真６６「「修修学学旅旅行行日日誌誌」」  

写写真真７７「「阿阿弥弥陀陀三三尊尊像像」」  

11990066（（明明治治3399））頃頃、、絹絹本本着着色色  118844..33

××114466..77 ㎝㎝、、秋秋田田県県美美郷郷町町所所蔵蔵  

写写真真８８「「巡巡礼礼姿姿」」  

左左：：空空如如、、右右：：霞霞村村  
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ささてて、、空空如如はは旅旅行行先先のの出出雲雲かからら甥甥良良蔵蔵にに宛宛ててたた手手紙紙にに「「僅僅かかのの日日数数をを以以てて、、精精神神

上上、、健健康康上上多多大大のの効効果果をを得得ししをを感感謝謝」」ととつつづづりり「「青青年年とと生生れれ替替りりてて勉勉強強致致すすべべきき考考

ええ」」とと気気力力にに満満ちちたた文文面面をを認認めめてていいまますす。。ささららにに 33 ヶヶ月月後後のの 88 月月、、姪姪松松代代にに宛宛ててたた

手手紙紙ににはは「「本本年年はは健健康康本本復復、、七七年年経経りりににてて始始めめてて清清かか清清かかししきき心心地地にに相相成成りり、、日日々々

仏仏天天にに感感謝謝、、研研究究」」にに励励んんででいいるるとと伝伝ええてていいまますす。。  

ここのの山山陰陰・・隠隠岐岐地地方方へへのの巡巡礼礼にによよっってて空空如如はは「「遠遠きき原原因因をを有有すするる病病症症」」「「精精神神衰衰弱弱」」

をを乗乗りり越越ええ、、翌翌年年 11991133（（大大正正 22））年年ににはは号号をを「「長長春春」」かからら「「空空如如」」にに改改めめてていいまますす。。

ままささにに青青年年のの志志ををももっってて「「空空如如」」にに生生ままれれ変変わわっったたののでですす。。ここののとときき空空如如はは4400 歳歳をを

迎迎ええてていいままししたた。。  

  

そして空如になる 

ここののよよううなな心心境境のの変変化化にによよりり、、空空如如はは法法隆隆寺寺金金堂堂

壁壁画画模模写写とと並並ぶぶ一一大大事事業業をを自自ららにに課課ししまますす。。そそれれはは

「「聖聖尊尊図図像像」」とと自自らら名名付付けけ、、仏仏画画をを描描くくたためめのの教教科科

書書をを作作りり世世にに広広めめるるここととででししたた。。制制作作期期間間はは 11991166

（（大大正正55））年年かからら1122 年年間間でで、、「「如如法法的的名名像像（（仏仏法法にに適適

っったた画画像像・・彫彫像像））」」（（趣趣意意書書））をを選選んんでで模模写写しし、、美美濃濃判判

二二つつ折折りりのの冊冊子子ににままととめめ上上げげるるとといいううももののででししたた。。

残残念念ななががらら冊冊子子ににすするるここととはは叶叶いいまませせんんででししたたがが、、

原原稿稿がが残残さされれてておおりりそそのの紙紙数数はは美美濃濃判判でで22千千枚枚をを超超

ええ、、散散逸逸ししててししままっったた金金
こ ん

胎胎仏仏
た い ぶ つ

画画帖帖
が じ ょ う

（（写写真真９９））ななどどのの仏仏

画画のの名名品品もも多多くく含含ままれれてていいまますす。。  

空空如如はは苦苦悩悩とと葛葛藤藤をを経経てて、、私私淑淑すするる桜桜井井香香雲雲にに続続

きき、、独独力力でで金金堂堂壁壁画画をを原原寸寸大大でであありりののまままま写写ししききるる

とといいうう偉偉業業にに挑挑みみ、、ささららにに同同時時並並行行ししてて「「聖聖尊尊図図像像」」のの編編集集・・執執筆筆ままででをを独独力力でで行行うう

とといいうう前前人人未未踏踏のの領領域域へへとと足足をを踏踏みみ入入れれたたののでですす。。  

  

永遠の生命の芸術を求めて 

 

同同じじ時時代代をを生生ききたた芸芸術術家家達達はは、、鈴鈴木木空空如如ををどどうう評評価価ししてていいたたののででしし

ょょううかか。。  

平平福福百百
ひらふくひゃく

穂穂
す い

はは、、11992222（（大大正正1111））年年にに国国宝宝調調査査ののたためめ大大仙仙市市角角間間川川のの浄浄土土

宗宗浄浄
じょう

蓮蓮寺寺
れ ん じ

をを訪訪れれままししたた。。「「絹絹本本著著色色
けんぽんちゃくしょく

  当当麻麻
た い ま

曼曼荼荼羅羅図図
ま ん だ ら ず

」」（（現現重重要要文文化化財財））をを

調調査査すするるたためめでですす。。そそのの際際、、ここのの曼曼荼荼羅羅のの評評価価ににつついいてて「「老老兄兄（（空空如如））

がが見見たたななららばば」」ととししててそそのの価価値値をを判判断断ししてていいまますす。。  

ささららにに、、香香取取秀秀真真
か と り ほ つ ま

（（11887744－－11995544、、鋳鋳金金家家・・歌歌人人・・東東京京美美術術学学校校教教授授））はは、、

空空如如にに次次のの歌歌二二首首をを法法隆隆寺寺のの古古材材（（写写真真1100））にに認認めめ贈贈っってていいまますす。。  

  

・・飛飛鳥鳥
と ぶ と り

のの明明日日香香ののててふふりり青青丹丹よよしし  ななららののててふふりりをを今今君君にに見見るる  

・・古古のの大大きき聖聖ののああとと思思うう  すすななわわちち君君はは現現世世のの聖聖  

  

香香取取はは空空如如のの筆筆遣遣いいをを見見てていいるるとと、、金金堂堂壁壁画画をを描描いいたた飛飛鳥鳥・・奈奈良良時時代代のの

画画工工達達をを見見てていいるるよよううだだととしし、、ささららにに「「現現世世のの聖聖」」とと称称賛賛ししまますす。。  

写写真真９９  空空如如模模「「金金胎胎仏仏画画帖帖  金金剛剛界界諸諸尊尊

像像  大大日日如如来来」」  

写写真真1100  
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ままたた、、寺寺崎崎
て ら さ き

広広業業
こうぎょう

（（11886666－－11991199、、日日本本画画家家、、秋秋田田生生れれ））はは美美校校教教授授ととししてて空空如如をを指指導導しし

てていいままししたたがが、、そそのの彼彼がが「「現現代代ににおおいいてて、、飛飛鳥鳥・・奈奈良良のの仏仏画画をを孜孜々々
し し

（（つつととめめ励励むむ））ととししてて

研研究究ししてて居居るる恐恐るるべべきき一一県県人人」」ががいいるるとと、、空空如如のの仏仏画画研研究究にに対対ししてて畏畏敬敬のの念念をを述述べべ

てていいまますす。。  

ここののよよううにに、、当当時時のの芸芸術術家家達達のの間間でではは、、空空如如のの仏仏画画・・古古画画のの研研究究はは高高くく評評価価さされれ

てていいたたののでですす。。ししかかしし、、空空如如のの画画業業をを知知るる者者はは、、ごごくく一一部部のの人人間間にに限限らられれ、、世世のの多多くく

のの人人びびととににはは知知らられれるるここととははあありりまませせんんででししたた。。  

空空如如はは、、11993388（（昭昭和和1133））年年にに出出版版さされれたた中中島島耕耕一一

編編『『一一人人一一文文  随随想想集集  続続』』（（秋秋田田活活版版所所））でで、、芸芸術術にに

携携わわるる者者のの心心構構ええをを次次ののよよううにに述述べべてていいまますす。。  

  

私私はは如如何何ななるる芸芸術術ででもも、、そそのの芸芸術術がが神神のの芸芸術術ででああ

りり、、仏仏のの芸芸術術でであありり、、永永遠遠のの生生命命のの芸芸術術ででああるるとといい

うう信信念念をを以以てて自自分分のの生生命命ををそそれれにに打打ちち込込むむ様様なな者者でで

ななけけれればば、、始始めめかからら駄駄目目だだとと思思っってておおりりまますす。。  

  

若若きき日日のの戦戦争争体体験験、、そそししてて苦苦悩悩とと葛葛藤藤のの経経験験かからら出出

たた厳厳ししいい言言葉葉でですすがが、、ここのの一一文文にに仏仏画画家家  鈴鈴木木空空如如のの

““生生きき方方””がが示示さされれてていいまますす。。  

 

 

家族のこと 

 

空空如如のの家家族族はは、、妻妻ななをを、、娘娘豊豊子子のの三三人人ででししたた。。  

11991188  （（大大正正７７））年年２２月月、、空空如如はは坂坂井井ななををとと結結納納をを交交わわししまますす。。空空如如4455 歳歳、、ななをを2299

歳歳、、共共にに初初婚婚ででししたた。。空空如如のの暮暮ららししぶぶりりはは、、収収入入のの大大半半をを仏仏画画のの調調査査旅旅費費とと画画材材調調

達達にに当当ててししままううたためめ、、いいつつもも困困窮窮しし寒寒中中にに足足袋袋もも買買ええなないいとといいううももののでで、、ななををはは内内

職職をを掛掛持持ちちすするるななどどししてて空空如如のの画画業業をを支支ええままししたた。。空空如如はは自自身身のの展展覧覧会会でで新新聞聞記記者者

にに「「今今日日のの事事ははたただだ妻妻のの内内助助以以外外にに何何ががあありり

ままししょょうう」」とと語語っってていいまますす。。  

そそししてて、、11992200（（大大正正９９））年年22 月月 2244 日日、、豊豊子子

がが誕誕生生ししまますす。。空空如如4477 歳歳のの時時でで、、そそのの溺溺愛愛ぶぶ

りりはは「「育育児児日日誌誌」」（（写写真真1122））がが物物語語っってていいまますす。。

ししかかしし、、そそのの幸幸せせももつつかかののまま、、11992255（（大大正正1144））

年年1100 月月2288 日日、、午午後後33 時時3300 分分、、豊豊子子ははわわずずかか

５５歳歳８８かか月月でで没没ししてていいまますす。。  

  一一周周忌忌ににああたたりり、、空空如如はは臨臨終終のの際際のの会会話話、、

豊豊子子のの性性格格、、神神仏仏をを敬敬うう姿姿、、そそししてて娘娘にに画画家家

へへのの道道をを勧勧めめたた際際、、「「絵絵ハハカカククケケレレドドモモ、、ヱヱカカ

キキハハ忌忌
い

ヤヤダダ」」とと断断らられれたたここととななどどをを追追悼悼文文にに

記記しし、、近近ししいい人人びびととにに送送っってていいまますす。。  

  

  

写写真真1111  自自室室ににてて  

写写真真1122「「育育児児日日誌誌」」  
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空 如亡き後 

 

11994466（（昭昭和和2211））年年 77 月月 2211 日日、、空空如如はは 7733 年年のの生生涯涯をを閉閉じじまますす。。そそししてて、、ななををはは姪姪がが

経経営営すするる吉吉池池旅旅館館をを手手伝伝いい、、11997788（（昭昭和和5533））年年1122 月月2222 日日、、9900 歳歳でで空空如如とと共共にに歩歩んんだだ

慎慎ままししややかかなな一一生生をを終終ええまますす。。いいまま家家族族三三人人はは生生家家のの墓墓所所にに眠眠っってていいまますす。。  

空空如如没没後後、、彼彼をを顕顕彰彰すするる事事業業がが、、戦戦後後のの混混乱乱がが収収束束ししつつつつああっったた昭昭和和3300 年年代代頃頃かか

らら、、故故郷郷長長信信田田村村でで村村民民やや彼彼をを敬敬慕慕すするる人人々々のの手手にによよりり始始ままりりまますす。。  

11995588（（昭昭和和3333））年年、、長長信信田田
な が し だ

中中学学校校教教頭頭でで豊豊川川村村出出身身のの草草彅彅
く さ な ぎ

清清
せ い

次次郎郎
じ ろ う

（（日日本本画画家家草草彅彅興興宗宗
こうそう

のの弟弟））がが、、「「鈴鈴木木空空如如画画伯伯伝伝」」をを執執筆筆しし太太田田町町公公民民館館がが発発行行ししてていいまますす。。空空如如のの画画業業

とと人人ととななりりををままととめめたたももののととししててはは初初めめててののももののでですす。。  

  ままたた、、内内小小友友村村のの佐佐藤藤
さ と う

維維山山
い ざ ん

（（本本名名：：維維一一郎郎、、11889900－－11996655））はは、、空空如如のの甥甥重重治治
じ ゅ う じ

とと旧旧制制横横

手手中中学学のの同同期期でで、、ここのの縁縁でで空空如如をを知知りり親親ししくく接接しし、、空空如如のの““生生きき方方””にに感感化化さされれたた一一

人人でですす。。  

  彼彼はは、、亡亡くくななるる半半年年前前のの 11996644（（昭昭和和 3399))年年８８月月にに『『仏仏絵絵師師のの聖聖  鈴鈴木木空空如如翁翁』』をを自自

費費出出版版ししまますす。。ここのの手手記記ががななけけれればば、、空空如如はは自自身身のの仏仏画画にに落落款款
ら っ か ん

ををししなないいとといいうう有有名名

ななエエピピソソーードドやや、、空空如如のの素素顔顔やや芸芸術術にに対対すするる想想いい、、ララジジオオ体体操操でで子子供供達達とと活活動動をを共共

ににすするる空空如如のの姿姿ななどどをを知知るるここととははででききまませせんん。。  

ささららにに、、11996666（（昭昭和和4411））年年 77 月月 2244 日日、、顕顕彰彰碑碑（（写写真真1133））がが空空如如没没後後 2200 年年をを期期ししてて、、

彼彼をを慕慕うう者者 223399 名名のの浄浄財財にによよりり、、「「次次代代ををににななうう子子弟弟のの教教育育のの場場」」とといいうう理理由由かからら、、

長長信信田田小小学学校校校校庭庭にに建建立立さされれままししたた。。  

年年忌忌ごごととにに講講演演をを行行っってていいたた奈奈良良環環之之助助
な ら た ま の す け

（（11889911－－11997700、、初初

代代秋秋田田市市美美術術館館長長））はは2233 回回忌忌のの時時にに次次ののよよううにに空空如如をを評評しし

てていいまますす。。  

  

そそのの絵絵かかききがが人人気気ののああるるととききはは讃讃仰仰
さんぎょう

すするる人人はは多多いいがが、、

ははややるるととかか、、ははややららなないいここととをを別別ににししてて敬敬慕慕すするるここととはは

画画人人以以前前のの人人間間のの本本質質のの問問題題ででああるる。。  

そそここにに空空如如ののええららささががああるる。。亡亡ききああととももそそのの絵絵かかききをを

讃讃仰仰すするる顕顕彰彰会会ががああるるののはは全全国国でで鈴鈴木木空空如如ののみみででああろろうう。。  

今今仏仏画画をを画画技技のの一一つつのの方方法法ととししてて書書いいてていいるる絵絵かかききははいい

るるがが、、信信仰仰とと美美術術をを一一体体ににししたた人人はは空空如如がが最最後後のの人人ででああ

ろろうう。。  

  

鈴鈴木木空空如如、、そそのの画画業業はは華華ややかかななももののででははあありりまませせんん。。ししかかしし、、法法隆隆寺寺金金堂堂壁壁画画のの

模模写写ををははじじめめととすするる画画業業のの多多くくはは永永くく語語りり継継ががれれててゆゆくくここととででししょょうう。。  

  
参考文献 

中島耕一編『一人一文 随想集 続』秋田活版所、1938年 

佐藤維山著『仏絵師の聖 鈴木空如翁』1964年 

『画聖鈴木空如』太田公民館、1992年 

大岸佐吉『信仰の仏画師鈴木空如』春秋社、1993年 

引用史料 

空如書簡№８（1895年）、同№10（1895年）、同№32（1902年）、同№40（1903年）、同№44（1905年）、同№45（1905年）、

同№54（1907年）、同№67（1912年）、同№68（1912年）、同№91（1923年）、同№120（1933年） 

※※タタイイトトルル「「世世にに隠隠れれたたるる真真のの画画人人」」はは、、竹竹田田霞霞村村がが空空如如をを評評ししたたももののでですす。。  

写写真真1133「「法法隆隆寺寺宝宝壁壁のの真真をを

伝伝ええたた  空空如如画画聖聖のの碑碑」」  
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©DAISEN, AKITA,2023. 
空如筆「法隆寺金堂壁画」より 

空如略年譜 

１８７３（明治６）年２月２５日 

  現在の秋田県大仙市太田町小神成の旧家に生まれる。 

１８９４（明治27）年 ２１歳 

  日清戦争に出征、清国盛京省、台湾を転戦、１８９５年１０月に帰還。 

１８９８（明治31）年 ２５歳 

  東京美術学校日本画選科に入学し、古画の権威山名貫義に師事、１９０２年に卒業。 

さらに、同校研究科に進学して１９０４年７月に修了する。 

１９１８（大正７）年２月 ４５歳 

坂井なを（２９歳）と結婚。 

１９２０（大正9）年２月２４日 ４７歳 

  長女豊子出生。 

１９２２（大正11）年 ４９歳 

  法隆寺金堂壁画原寸大模写完成（模写１作目） 

１９２５（大正14）年１０月２８日 ５２歳 

  豊子夭折。 

１９３２（昭和７）年 ５９歳 

  法隆寺金堂壁画原寸大模写完成（模写２作目） 

同年３月４日～７日、朝日新聞社文化事業部主催「鈴木空筆 国宝名画模本展覧会

（新宿三越百貨店）開催。 

１９３６（昭和11）年 ６３歳 

  法隆寺金堂壁画原寸大模写完成（模写３作目） 

１９４６（昭和21）年７月２１日 ７３歳 

  姪が経営する箱根湯本・吉池旅館で逝去。享年７３歳。 

１９４９（昭和24）年1月２６日 法隆寺金堂火災、壁画焼損する。 

同年、協和銀行本店（東京・芝大門）で「空如遺作法隆寺金堂壁画模本展」開催。 

１９６６（昭和41）年７月 

  地元の有志らが顕彰碑「法隆寺宝壁の真を伝えた空如画聖の碑」を建立（太田町長信

田小学校校庭）。 
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模写
も し ゃ

ってなんだろう？ 

秋田県大仙市 

模写をするって 

どういうこと？ 

鈴木空如生誕の地 

 太田地域マスコットキャラクター 

あか松のぼったん 

ナビゲーターのぼったんです！ 

鈴木空如の模写の意味を、一緒に

考えてみましょう。 
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問１ 模写とは 

 
模写は、洋の東西を問わず、芸術の世界で一般的に行われてきたことです。芸

術は、時代や世相
せ そ う

に左右されることが多いのですが、日本の場合、世相が変わっ

ても絵画様式にそれほど影響はありませんでした。 

とくに仏画
ぶ つ が

、水墨画
す い ぼ く が

、障壁画
し ょ う へ き が

など、日本の代表的な絵画様式は、精神性や様式、

図様、技法などが時代を超えて継承されています。近代以降、画家個人が自由に個

性的な絵を描くようになってからも、千数百年受け継がれてきた精神性や様式、図

様、技法などは、彼らの作品に大きな影響を与えています。

さて、鈴木空如は、５千尊の仏を模写したと伝えられていますが、創作の仏画

も描いています。その作品を見ますと、日本的な精神性や様式、図様、技法など

を駆使して仏画を描いています。 

さらに、空如の模写絵は完成度がとても高く、専門家から「平安時代の紙に空

如が模写絵を描いたら本物か模写絵か区別がつかないだろう」と言われています。

空如の模写絵には、本物が持つ精神性や様式、図様、技法をよく伝えており、本

物にも勝るとも劣らない迫力があるのです。 

 

問２ 何のために模写するのですか？ 

模模写写のの目目的的はは大大ききくく４４つつあありりまますす。。  

 

１１  宗宗教教上上のの教教義義
き ょ う ぎ

にに基基づづいいたた図図像像をを継継承承すするる    

密教図像
み っ き ょ う ず ぞ う

の描き方は、儀軌
ぎ き

（規則）により厳密
げ ん み つ

に定められています。多くの場

合、尊像
そ ん ぞ う

の姿を線だけで描いた白描図像
は く び ょ う ず ぞ う

（彩色しない）により継承されています。

白描図像は、仏法を師から弟子へ授け伝える際に、覚え書きとして制作されます。

現在、伝えられている密教図像の多くは白描図像であり、ほとんどが原本ではな

い模写本として千年数百年と継承されています。 
 

２２  様様式式をを継継承承すするる    

仏教など思想的な絵画様式で、その精神性を会得
え と く

するために写し取ることも模

写の一つといえます。また狩野派
か の う は

や土佐派
と さ は

、円山派
ま る や ま は

といった絵師
え し

の工房では、技

法の統一を図るために技法書や下図帳
し た ず ち ょ う

などがつくられました。なかでも円山派の

写生帖などは時代を超えて模写され、様式が継承されています。 

 

３３  修修業業ととししててのの模模写写    

日本の絵画は伝統を継承することで、今日まで発展してきたともいえます。古

くから画家は古画の模写を行い、技術や精神性を学びとり、自身の絵に活かして

新たな創作の糧
か て

としてきました。今日でもその伝統は受け継がれ、美術系大学な

どでは模写を授業に取り入れているところが数多くあります。 
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４４  保保存存ととししててのの模模写写    

文化財の保存と公開を両立させるために、損傷の危険性が著しい作品の模写を

行い、原本の代わりに展示をする方法があります。 

さらに、原本と同じ素材で図像を模写することで、古典
こ て ん

絵画
か い が

の技法を次世代に

伝えるという、文化を守るために必要な人材を育てるという側面もあります。 

一方、熟練した画家による手作業の模写には膨大な時間がかかることから、デ

ジタル技術による詳細な現状の記録や、原本により近い素材への印刷も試みられ

ています。いま、伝統的な模写の技術とデジタル技術を融合
ゆ う ご う

するなど、新たな模

写の取組が進んでいます。 

 
 

問３ 模写にはどのような手法がありますか？ 

大きく３つの手法があります。 

 

１１  現現状状
げんじょう

模模写写
も し ゃ

    

絵具の剥落
は く ら く

や損傷、後補
こ う ほ

などを含めて原本の現在の状態を、忠実に写し取る模

写です。 

 

２２  再再現現
さいげん

模模写写
も し ゃ

    

（１）法隆寺金堂壁画の焼損
しょうそん

後、1967 (昭和 42)年から 68 年にかけて行われた

模写は再現模写と呼ばれます。この模写は、旧壁画模写（空如の模写など焼

損以前に行われていた模写）を参考にして、焼損前の 1949 (昭和 24)年当時

の状態を再現するために、剥落なども写し取る手法がとられました。 

復元模写が、原本の制作当初を推定して行うのに対し、焼損直前の状態を

再現するということから、再現模写という言葉が用いられたと考えられます。 

（２）（１）から転じて、人的や自然破壊などによって損傷、あるいは損失した

作品を、資料などを参考にして作品が損なわれる前の状態に再現する模写の

ことをいいます。 

（３）復元模写は（１）、（２）と同義で用いることもあります。 

 

３３  復復元元
ふ く げ ん

模模写写
も し ゃ

    

（１）原本の描かれた当初の姿を美術史や科学的な根拠などに基づいて図様
ず よ う

や色

彩を推定（想定）して描く模写です。 

（２）図様を復元するとともに古色
こ し ょ く

を施し、条件のよい状態で保存されていた場

合、今日あるであろう状態を推定して描くこともあります。古色
こ し ょ く

復元
ふ く げ ん

模写
も し ゃ

、

現状
げんじょう

推定
す い て い

模写
も し ゃ

ともいいます。 
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問４ 摸写にはどのような技法がありますか？ 

模写の手法には、大きく３つの技法があります。 

 

１１  上上
あ

げげ写写
う つ

しし  

模写や修理などに用いられる技法の一つです。手本となる書画の上に、薄い紙

を乗せ上げ下ろしし、残像現象を利用して写し取る技法です。 

 

２２  透透
す

きき写写
う つ

しし  

模写や修理、絵画制作の際の転写に用いられる技法の一つです。手本となる書画

の上に、薄い紙や絹を重ねて、透ける性質を利用して写し取る技法です。 

 

３３  臨臨
り ん

  写写
し ゃ

  

臨模
り ん も

ともいいます。手本となる書画の原本を傍
そ ば

に置き、観察しながら模写しま

す。原本でしか知り得ない精神性や躍動感、色調などを確認して写し取ります。 

  

  

  

まとめ 

模写は、古くから絵画技法の一つとして伝承されてきた代表的な技法です。しか

も、それは「単に真似
ま ね

をする」ということではなく、先人達の絵画技法や芸術性、

精神性をも後世に伝えるという役割があります。さらに、画家は模写をとおして、

先人達に学び自らの創作の糧としてきたのです。 

一方で、模写には文化財保護の役割もあります。いま、文化財の積極的活用が

唱えられています。その際、模写を活用することで、文化財の保存と公開という

半ば相反することを両立させることができるのです。 

さて、空如の模写は、私達に時代を超えて、先人達の技法とその芸術性、そし

て精神性までを見事に伝えてくれています。さらに、法隆寺金堂壁画に代表され

るように、今となっては原本が損傷し失われてしまった絵画を、後世に伝える役

割も果たしており、現在につながる文化財保護に、いち早く取組んでいたと言え

ましょう。 

  空如の模写絵は「単なるコピー」ではなく、国宝や重文に指定されている古典

絵画や典籍
て ん せ き

の名品の大部分が模写・写本であるように、空如の模写絵もそれらの

名品と同じ価値を有している、と言っても過言ではないでしょう。 

 

 

・参考引用文献 東京藝術大学大学院文化財保存学日本画研究室編『図解 日本画用語事典』2007 年 

🄫🄫 DAISEN,AKITA,2023. － 70 －
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